
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立
と
展
開
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美

刀

圭

【
要
約
】
　
鎌
倉
期
公
家
政
権
の
政
治
制
度
史
が
他
に
比
し
て
大
変
遅
れ
て
い
る
中
で
、
本
論
稿
で
は
鎌
倉
中
期
以
降
、
公
家
政
権
に
於
て
重
要
な
職
制
と

な
る
院
伝
奏
、
お
よ
び
朝
幕
関
係
の
変
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
関
東
申
次
の
制
度
的
成
立
を
、
鎌
倉
初
期
ま
で
さ
か
上
っ
て
具
体
的
に
考
察
す
る
。
ま

た
北
条
時
頼
に
よ
る
徳
政
申
入
、
九
条
道
家
の
失
脚
、
時
頼
に
よ
る
関
東
申
次
の
指
名
。
寛
元
四
年
（
＝
一
四
六
）
に
起
っ
た
こ
れ
ら
の
政
治
的
事
件
に

対
応
し
て
、
院
評
定
を
軸
と
す
る
公
家
政
権
の
政
治
機
構
の
制
度
化
が
行
な
わ
れ
た
が
、
従
来
そ
の
相
互
関
係
は
十
分
明
ら
か
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
政

治
的
事
件
と
政
治
機
構
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
政
治
的
意
義
を
述
べ
鎌
倉
期
政
治
史
全
体
へ
の
展
望
を
示
す
こ
と
が
こ
の
論
稿
の
目
的
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
七
巻
三
号
　
一
九
八
四
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
長
い
間
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
事
の
無
か
っ
た
鎌
倉
公
家
政
権
の
政
治
制
度
の
実
体
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
究
明
を
行
な
っ
た
の
は
橋
本

　
　
　
　
　
①

義
彦
氏
で
あ
る
。
貴
族
政
治
の
研
究
に
常
に
新
し
い
風
を
送
り
続
け
て
来
た
橋
本
氏
が
平
安
朝
の
み
な
ら
ず
鎌
倉
期
の
公
家
政
権
に
対
し
て
も

強
い
関
心
を
示
し
た
事
は
、
鎌
倉
期
に
於
て
も
公
家
政
権
が
、
な
お
強
い
権
力
を
持
ち
続
け
た
以
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

鎌
倉
中
後
期
の
公
家
政
権
の
政
治
制
度
は
、
橋
本
氏
が
論
じ
た
様
に
、
院
の
評
定
制
の
成
立
発
展
に
著
し
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
、
評
定
制
の
整
備
と
密
接
に
関
連
し
て
整
備
な
い
し
は
再
編
成
さ
れ
た
院
伝
奏
と
関
東
申
次
で
あ
る
。
院
伝
奏
と
は
、
後
白
河

院
政
期
以
降
、
記
録
上
に
「
伝
奏
人
」
「
奏
者
」
等
の
呼
称
で
表
わ
れ
は
じ
め
、
至
善
の
君
で
あ
る
院
の
側
で
主
に
貴
族
の
録
事
を
院
に
「
伝
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奏
」
「
申
次
」
す
る
院
司
で
あ
る
。
律
令
政
治
に
お
け
る
天
皇
と
公
卿
を
中
心
と
す
る
貴
族
層
と
の
対
抗
関
係
は
、
院
政
期
以
降
は
天
皇
家
の

当
主
と
し
て
実
権
を
把
握
し
た
院
と
貴
族
層
と
の
関
係
に
移
行
し
て
い
た
。
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い
た
そ
の
よ
う
な
基
本
的
対
抗
関
係
の
接

点
と
な
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
院
伝
奏
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
関
東
申
次
と
は
、
鎌
倉
期
に
院
と
関
東
将
軍
家
と
の
間
の
連
絡
に
あ
た
っ
た
公
家
政

権
側
の
窓
口
的
な
人
物
で
あ
る
。
橋
本
氏
も
評
定
衆
の
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
で
院
伝
奏
、
関
東
申
次
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在

に
於
け
る
最
高
水
準
の
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
若
干
の
事
実
の
誤
認
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
山
本
博
也
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
東
申
次
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
そ
の
変
遷
を
究
明
さ
れ
た
の
は
有
意
義
で
あ
っ
た
が
、
氏
の
論
文
に
は
再
検
討
を
要
す
る
多
く
の
問
題
点
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　
私
の
論
稿
に
於
て
は
、
橋
本
、
山
本
両
氏
の
研
究
を
検
討
し
つ
つ
、
ま
ず
院
伝
奏
、
関
東
申
次
に
つ
い
て
制
度
史
的
に
究
明
し
、
さ
ら
に
朝

幕
関
係
に
論
及
す
る
。
こ
れ
ら
は
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
る
が
、
本
論
で
は
後
嵯
峨
院
政
の
成
立
、
北
条
力
頼
の
執
権
就
任
の

こ
ろ
ま
で
に
限
定
す
る
。

　
①
　
橋
本
義
彦
「
院
評
定
制
に
つ
い
て
」
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
②
　
山
本
博
也
「
関
東
申
次
と
鎌
倉
幕
府
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
六
－
八
、
一
九
七
七

　
　
一
九
七
占
ハ
年
所
温
収
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）

一
　
関
東
申
次
の
創
設

（イ）

橋
本
氏
は
院
伝
奏
の
沿
革
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

取
り
次
ぎ
奏
聞
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
伝
奏
」
の
語
は
、
類
似
語
の
「
申
次
」
と
共
に
、
す
で
に
平
安
末
期
の
記
録
類
に
散
見
し
、
後
白
河
直
中
に
於

て
も
高
階
泰
経
や
八
条
長
方
、
吉
田
書
房
ら
が
伝
奏
の
任
に
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
が
（
吾
妻
鏡
、
源
平
盛
衰
記
）
、
後
鳥
羽
院
中
に
於
て
は
、
い
ま
だ
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

掌
侍
の
如
き
女
房
が
奏
事
の
伝
奏
に
当
っ
て
い
る
例
が
屡
々
見
え
る
。
（
三
長
記
建
仁
元
年
七
月
十
三
日
、
二
十
六
旨
、
二
十
九
日
条
等
）
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
名
称
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
三
人
、
高
階
泰
経
、
八
条
長
方
、
吉
田
経
房
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
泰
経
に
つ
い
て
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
、
『
吉
記
』
で
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
長
方
と
経
房
に
つ
い
て
は
、
橋
本
氏
が
典
拠
に
す
る
次
の
『
源

平
盛
衰
記
』
の
記
事
に
問
題
が
あ
る
。

　
　
吉
田
中
納
言
経
房
卿
ヲ
バ
、
其
比
ハ
勘
解
由
小
路
中
納
言
ト
云
キ
。
廉
薗
ノ
性
世
譜
顕
ジ
、
忠
貞
ノ
誉
隠
ナ
ケ
レ
バ
、
源
二
位
今
度
謹
奏
シ
ケ
ル
ハ
、
大

　
　
小
事
向
後
黒
房
卿
ヲ
以
テ
奏
聞
ス
ベ
キ
ノ
由
申
サ
レ
タ
リ
。
平
家
ノ
時
モ
、
大
事
ヲ
パ
此
卿
二
申
合
サ
レ
キ
。
故
太
政
入
道
ノ
、
法
皇
ヲ
鳥
羽
殿
二
半
奉

　
　
リ
シ
後
、
院
ノ
伝
奏
三
思
レ
シ
時
ハ
、
八
条
中
納
言
長
方
ト
、
此
大
納
言
ト
ニ
人
ヲ
ゾ
劉
当
ニ
二
成
レ
ケ
ル
。
今
度
源
氏
ノ
世
二
成
テ
モ
、
角
愚
マ
レ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
ル
コ
ソ
有
難
浬
ケ
レ
。
（
傍
点
引
用
者
）

　
右
の
傍
点
部
分
を
、
赤
松
俊
秀
氏
に
よ
っ
て
『
平
家
物
語
』
の
諸
本
の
中
で
も
最
も
原
型
に
近
い
と
さ
れ
た
『
延
慶
本
』
と
比
較
し
て
み
よ

う
。
傍
点
部
分
は
、
『
延
慶
本
』
で
は
「
法
皇
ヲ
鳥
羽
殿
二
押
籠
睡
眠
テ
、
後
院
別
当
ヲ
被
レ
畳
早
業
ハ
八
条
中
納
言
長
方
卿
ト
此
経
無
電
ト
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

人
ヲ
ゾ
別
当
ニ
ハ
被
レ
成
タ
リ
ケ
ル
。
」
と
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
『
源
平
盛
衰
記
』
で
「
院
ノ
伝
奏
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
部
分
が
『
延
慶
本

平
家
物
語
』
で
は
、
「
後
院
別
当
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
で
不
自
然
で
あ
っ
た
「
院
ノ
伝
奏
」
と
「
別
当
」
と
い

う
傍
点
部
分
が
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
で
は
「
後
院
別
当
」
「
別
当
」
と
い
う
記
載
と
な
っ
て
お
り
、
少
し
も
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
、
矛

盾
も
な
い
。
し
か
も
『
平
家
物
語
』
の
他
の
諸
本
で
も
「
涙
顔
別
当
」
と
記
載
さ
れ
、
『
盛
衰
記
』
の
み
が
「
院
ノ
伝
奏
」
の
表
現
を
採
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
都
合
の
良
い
事
に
、
こ
の
二
人
の
内
の
一
人
、
経
房
に
つ
い
て
は
本
人
の
日
記
の
一
部
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
日
記
で
あ
る
『
首
記
』
を

見
て
も
、
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
二
月
高
倉
天
皇
の
譲
位
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
高
倉
院
政
、
翌
治
承
五
年
正
月
に
再
開
さ
れ
た
後
白
河
院
政
に

於
て
、
経
房
が
他
人
の
妻
事
を
伝
奏
し
た
例
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
既
述
の
高
階
泰
経
や
女
房
等
に
伝
奏
行
為
を
依
頼
し
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
の
逸
事
を
院
に
取
り
次
い
で
も
ら
っ
て
い
る
。
同
様
に
八
条
長
方
に
つ
い
て
も
、
伝
奏
で
あ
っ
た
事
を
証
明
す
る
史
料
は
全
く
見
出
せ
な
い
。

　
『
山
塞
記
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
二
月
八
日
条
に
は
「
被
レ
補
一
一
後
院
別
当
↓
参
議
左
大
弁
長
方
卿
、
蔵
人
頭
左
中
弁
経
房
朝
臣
云
々
。
」
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と
あ
り
、
後
白
河
法
皇
幽
閉
に
よ
る
院
政
停
止
に
と
も
な
い
、
来
た
る
べ
き
高
倉
院
政
を
控
え
て
後
院
庁
が
設
置
さ
れ
、
長
方
担
屋
が
そ
の
別

当
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
治
承
四
年
二
月
高
倉
院
政
が
開
始
さ
れ
る
と
、
両
人
共
に
院
の
別
当
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
治
承
四
年

二
月
二
十
一
日
条
の
『
山
霊
記
』
に
見
え
る
。
即
ち
二
人
が
院
伝
奏
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
『
盛
衰
記
』
の
記
事
は
誤
謬
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
盛
衰
記
』
を
典
拠
と
す
る
二
人
が
院
伝
奏
で
あ
っ
た
と
い
う
橋
本
説
は
成
立
し
難
い
こ
と
に
な
る
。

（口）

関東申次と院伝奏の成立と展開（i美廻）

　
ま
ず
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
「
源
二
位
被
二
奏
聞
一
ケ
ル
ハ
、
自
今
以
後
藤
中
納
言
ヲ
以
、
天
下
ノ
大
小
事
ヲ
可
二
申
入
一
之
車
懸
タ
リ
ケ
ル

ト
カ
ヤ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
前
節
引
用
の
『
盛
衰
記
』
を
含
め
て
両
無
賃
、
源
頼
朝
が
吉
田
経
房
を
今
後
朝

廷
に
「
大
小
事
」
を
申
入
れ
る
た
め
の
人
物
と
し
て
指
定
し
、
院
に
奏
聞
し
た
事
を
記
述
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
龍
胆
氏
は
同
房
を
関
東
伝
奏
と
し
て
お
り
、
三
浦
周
行
氏
も
「
京
ノ
申
次
」
と
し
て
い
る
。
山
本
氏
は
、
当
時
の
関
東
申
次
を
「
制
度
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
つ
つ
も
、
経
房
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。
山
本
氏
は
、
関
東
申
次
と
し
て
の
経
義

の
立
場
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
に
論
究
し
た
が
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
「
伝
奏
な
り
院
司
な
り
既
存
の
制
度
の
上
に
乗
っ
て
お
こ
な
う
も
の
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

公
的
ル
ー
ト
、
制
度
の
ル
：
ト
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
立
場
に
つ
い
て
の
検
討
を
深
め
て
み
よ
う
。
　
『
吾
妻
鏡
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

建
久
元
年
（
二
九
〇
）
八
月
の
記
事
に
「
両
人
共
有
二
良
臣
聞
一
之
上
、
関
東
事
連
々
伝
奏
之
間
」
の
記
載
が
あ
る
。
両
人
と
は
黒
房
と
藤
原
定

長
を
示
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
経
房
と
定
長
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
こ
そ
が
山
本
説
の
是
非
を
決
め
る
鍵
と
な
る
の
で

あ
る
。

　
　
コ

　
表
1
は
、
頼
朝
挙
兵
以
後
、
後
白
河
法
皇
死
去
の
建
久
三
年
（
＝
九
二
）
ま
で
に
、
頼
朝
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
院
宣
を
集
め
、
そ
の
奉
者

　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
宛
所
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
は
、
同
時
期
に
発
給
さ
れ
た
頼
朝
書
状
の
内
、
院
へ
の
奏
状
と
思
わ
れ
る
も
の
（
院
宣
等
の
請
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

含
む
）
を
集
め
、
そ
の
宛
所
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
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表〔1〕頼朝に対して出された院宣

鮭日睡劃宛州備考
1
2
3
4
5
6
7
8

9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3

元暦元　8．30

文治2．2．3
　　　2．　3

　　　3．　2

　　　3．　7
　　　4．　26

　　　5．　5

　　　5．　6

　　　7．　7

　　闘7．17
　　閾7．・29

　　　10．　9

文治3．7．1
　　　9．　2Q

　　　11．　16

文治　4．　3．28

　　　3．　28

　　　5．　12

　　　7．　11

文治5．3．10
　　　（4．　9）

　　　7．　1
　　　10．　24

文治6．2．18

　　　3．工
　　　3．　5
建久元4．26

　　　6．　9
　　　8．　27

　　　9．　13

　　　11．　9

定
定
経
定
定
定
経
経
経
定
経
定

長
長
房
長
長
長
房
房
房
長
房
長

左中弁
経
経
経
経
定
平
経
経
定
離
練
緯
定
定
定
定
定
経

　
　
　
　
　
　
　
（

房
房
房
房
長
隆

　
　
　
　
　
宗

　
　

房
房
長
房
長
房
長
長
長
長
長
房

　
　
　

朝
房
朝
房
房

頼
経
頼
経
経

　
　
（

　
　

保
朝
朝
朝

能条

一
頼
頼
頼

（
（

　
　

房
朝
朝
保

　
　
　
能

　
　
　
条

経
頼
頼
一

　
（

（頼　　朝）

頼　　朝
（頼　　朝）

頼　　朝
（経　　房）

一条能保

頼
聖
経
聖
経
頼
経
頼
理
経
経
理

（
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
朝
早
朝
房
朝
房
朝
朝
房
房
朝

鉱ε同　9．20条

鏡同2．9条
鏡同2，9条
鏡同3．2条
鏡同3．7条
鏡同5．9条
鏡同5．18条

鏡同5．13条
高野山文書又続宝
簡集142〔鎌遺1253

鏡「司1翼7．26条

鏡同8．26条
鏡同11．24条

鏡同7，19条

鏡同10．3条
鏡i司11．28条

鏡同4．12条

鏡同4．12条

鏡同6．4条
鏡同7．17条

線図3．20条

鏡同4．22条

鏡同7．9条
鏡「司11．3灸

鏡同2．25条

鏡同3．9条
鏡同3．14条

鏡同5．13条

鏡同6．23胃

鏡同9．17条

鏡同9．18条
鐘y｛「司11．　9条

○袈〔1〕〔2〕ともに後白河法皇死目（建久3年3月13日）を下限として

　作成した。

○　（）付は年月日，宛所等が文替には欠けていても吾妻鏡の地の文等

　から推定できるるもの。

○　鏡＝吾妻鏡，鎌遺魑鎌倉遺文

　
　
　
　
コ

　
ま
ず
表
1
を
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
事
は
、
院
宣
の
論
者
と
宛
所
と
の
間
に
一
定
の
関
係
が
兇
出
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
事
実
上
は
頼
朝
に
対

　
　
　
　
〔

し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
も
、
定
長
が
奉
じ
た
も
の
は
汽
缶
に
宛
て
ら
れ
、
経
論
が
奉
じ
た
院
宣
が
初
め
て
頼
朝
に
宛
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
三
十
一
例
の
内
、
文
書
の
み
で
こ
の
関
係
が
確
認
で
き
る
も
の
十
六
例
、
『
吾
妻
鏡
』
の
地
の
文
等
を
参
照
し
て
確
認
で
き
る
も
の
八
例
、

合
わ
せ
て
二
十
四
例
で
あ
る
。
　
『
吾
妻
鏡
』
所
収
の
史
料
を
主
と
す
る
点
で
い
く
ら
か
の
片
寄
り
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
関
係
の
存
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在
は
疑
い
え
ぬ
所
で
あ
る
。

　
例
外
七
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
⑫
㈲
㈲
の
三
例
共
、
定
長
か
ら
直
接
頼
朝
に
宛
て
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
ま
ず
⑫
の
院
宣
が
発
給
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
年
月
日
は
、
文
治
二
年
（
＝
八
六
）
十
月
九
日
で
あ
る
が
、
十
月
五
日
に
後
白
河
法
皇
は
京
都
を
出
発
し
て
熊
野
詣
へ
と
向
っ
て
い
た
。
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

都
へ
還
幸
す
る
の
は
十
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
二
十
日
間
法
皇
は
京
都
に
不
在
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
院
宣
は
京
都
に
於
て
発
給
さ
れ
た
可

蓑〔2〕　頼朝の院奏状

年月日陣引 備 考

1
2
3
4
5
6
7
S
9
0
1
2
3
遂
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1

工7

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
？
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4

　寿永3．2
　元麿元．1α28

　元暦2．3．4
　文治元．12，6

　　　　12．　6
　文治2，正．24

　　　　（2．　2）

　　　　（2．　28）

　　　　3．　2
　　　　3．　13

　　　　3．　16

　　　　4．　20

　　　　6．　21

　　　　6．　29

　　　　閏Z2
　　　　8．　5

　　　　（8．　）

　　　　1？1，1

1　文治3．3．2
　　　　3．　16

　　　　giE9

　文治4．9．3
　　　　9．　22

　　　　11．　26

　文治5．3．13

　　　　4．　21

　　　　5．　22

　　　　5．　22

　　　　7．　11

　　　　9．　8

　　　　9．　18
　文治6，（4．4）

　建久元．5．　20

　　　　6．　23

　　　　6．　29

　　　　　7．　27

　　　　8．　3
　　　　8．　19

　　　　9．　17

　　　　10．　12

　　　　11．

　　　12．　14

建久2．5．3

　　　6．　22

　　　8．　7

（泰　　経）

泰　　経

経　　虜
（経　　房）

（経　　房）

経　　房
（経　　房）

経　　房

経　　募

経　　房

経　　房

経　　房
（経　　房）

経　　房

経　　房
（経　　房）

　
　
　

虜
長
房
房
房

経
蝶
蝿
軽
燥

　
（
（

経　　房
（経　　房）

（経　　房）

（経　　房）

経　　房

経　　房
（経　　房）

経　　房
（定　　長）

経　　房

（経　　房）

経
軍
馬

（ 　
房
経
経

（泰　　経）

鏡筒2．25条

鏡面回議

鏡同蒼鉛

鏡同日条

鏡同日条

鏡同日条

鏡面2．2条
鏡同2．28条

鏡岡目条

鏡同日条

鏡同日条
九回目文書1494－4．1495〔鎌遣159〕

鏡同日条

鏡同日条

鏡閏7．2条
鏡同日条，経房奉行院宣の請文

保坂潤治氏所蔵，九条家文書
1494－6（後下）〔鎌遺158〕

鏡高目条

鏡同日条，院宣12の脱文

鏡同日条，経房奉行院宣の請文
赤星氏旧蔵〔鎌遺219〕

鏡隔日条

鏡同日条

鏡同日条

鏡潤目条

鏡同日条，経師奉行院宣の請文

鏡同日条，経房奉行院宣の請文

懸隔El条，経管奉行院宣の請文
鏡同日条

鏡同日条，院宣請文

保坂潤治氏所蔵〔鎌遺397〕

鏡同日条

鏡同日条

鏡同4．4条
松雲公採集遺編類纂116〔鎌遺449〕

鏡薄日条，院宜28講文

鏡同日条

鏡同日条

鏡同日条，院宣請文

鏡同日条，院宣請文

鏡同日条，院宣30の請文
鏡同日条，院宜請文

鏡同11．9条，院宣32の請文

石清水八幡宮記録当宮縁寺抄
〔銭護ラ量498〕

鏡同日素

謡同日条，院宣請文

鏡同日条
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能
性
は
薄
い
。
こ
の
院
宣
の
奉
者
で
あ
る
定
長
は
、
『
玉
葉
』
で
は
九
月
二
十
九
日
に
九
条
兼
実
の
奏
聞
を
院
に
伝
奏
し
て
以
来
、
十
月
二
十

六
日
に
再
び
兼
営
の
奏
聞
を
伝
奏
す
る
迄
全
く
記
事
の
上
に
表
わ
れ
な
い
。
定
長
は
法
皇
の
熊
野
詣
に
落
着
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
対
し
て
経
房
は
在
京
し
て
い
た
。
行
幸
先
で
法
皇
の
仰
を
定
長
が
奉
じ
た
院
宣
が
、
わ
ざ
わ
ざ
一
度
京
都
の
経
房
に
宛
て
ら
れ
る
こ
と
な
し

に
直
接
頼
朝
に
宛
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
に
つ
い
て
は
「
逐
啓
、
権
中
納
言
被
レ
参
二
熊
野
一
之
間
、
可
篇
仰
遣
一
之
由
候
也
。
傍
所
二
上
啓
候
一
也
。
」
と
い
う
追
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

権
中
納
言
つ
ま
り
経
房
が
熊
野
へ
行
っ
て
い
て
不
在
の
た
め
、
頼
朝
に
直
接
院
宣
を
宛
遣
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
処
置
が
異
例
の
た
め
定
長

が
わ
ざ
わ
ざ
事
情
を
文
面
上
で
こ
と
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
定
長
の
奉
ず
る
院
宣
が
ま
ず
経
房
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
る
原
則
が
存
在

し
た
事
を
逆
に
裏
付
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
㈱
は
前
の
二
例
に
比
し
て
、
ほ
と
ん
ど
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
詩
話
賞
舐
の
「
官
人
」
「
王
胤
」
と
称
す
る
女
性
の
出
自
に
関

す
る
問
合
せ
と
い
う
特
異
な
問
題
の
応
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
合
せ
も
廷
尉
公
朝
に
依
頼
し
て
奏
聞
す
る
と
い
う
変
則
的
な
方
法
を
頼
朝
が
と

　
　
　
⑮

つ
た
た
め
、
定
長
の
奉
じ
た
院
宣
が
経
房
を
通
さ
ず
に
公
朝
の
手
を
へ
て
、
頼
朝
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
他
四
例
の
内
、
ω
は
早
い
時
期
で
あ
り
未
だ
定
長
一
経
房
ル
ー
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
例
⑥
鱒
㈲
は
、
一
条
能

保
に
宛
て
ら
れ
た
院
宣
で
あ
り
、
や
は
り
頼
朝
に
伝
え
ら
れ
る
事
を
最
終
的
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
能
面
は
、
京
都
守
護
と
し
て

頼
朝
の
意
向
を
朝
廷
に
取
り
次
い
で
お
り
、
そ
の
た
め
院
宣
が
能
保
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
コ

　
次
に
表
2
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
頼
朝
の
院
奏
状
と
考
え
ら
れ
る
文
書
は
管
見
の
及
ぶ
所
四
十
七
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
は
宛
所
の
記
載

　
　
　
　
〔

の
な
い
も
の
も
多
く
、
宛
所
が
わ
か
る
文
書
は
推
定
も
含
め
て
三
十
六
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
宛
所
が
経
房
で
あ
る
か
、
経
房
と
推
定
さ
れ

る
文
書
は
二
十
九
例
の
多
く
に
及
ぶ
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
定
長
に
宛
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
が
⑲
㈹
の
み
で
あ
る
事
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
コ

る
。
こ
れ
ら
は
表
1
の
⑫
㈲
文
書
の
請
文
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
定
長
喜
老
の
院
宣
が
例
外
的
に
頼
朝
に
直
接
宛
て
ら
れ
た
際
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
〔

る
。
従
っ
て
頼
朝
の
院
奏
状
は
定
長
に
は
直
接
宛
て
ら
れ
ず
、
経
房
に
宛
て
ら
れ
る
原
則
が
存
在
し
た
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
院
宣

30　（350）



関東申次と院伝奏の成立と展開（美川）

の
発
給
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
定
長
一
経
房
ル
ー
ト
の
存
在
は
、
頼
朝
の
院
奏
状
の
宛
所
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
ほ
ぼ
裏
付
け

ら
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
寿
永
か
ら
文
治
年
間
、
九
条
兼
実
以
下
が
、
毎
度
定
長
を
通
じ
て
院
へ
の
奏
事
奏
聞
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
が
『
玉
葉
』
に
よ
っ
て
確

　
　
　
　
　
⑯

認
で
き
る
か
ら
、
定
長
は
当
時
、
院
の
側
で
諸
人
の
奏
事
を
取
り
次
ぐ
院
伝
奏
の
任
に
あ
っ
た
事
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
経
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
定
長
を
通
じ
て
院
に
奏
聞
す
る
記
事
が
多
い
の
も
そ
の
傍
証
と
な
る
。
定
長
－
書
房
ル
ー
ト
と
は
、
す
な
わ
ち
院
伝
奏
一
際
房
ル
ー
ト
な
の

で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
院
伝
奏
で
は
な
い
経
房
の
活
動
は
山
本
氏
の
言
う
よ
う
な
既
存
の
制
度
の
上
に
乗
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ
し
く
、
そ
れ
以
前

か
ら
の
制
度
と
は
一
線
を
画
す
る
「
特
殊
な
存
在
」
な
の
で
あ
る
。
即
ち
伝
奏
と
頼
朝
と
の
間
の
中
継
行
為
を
行
な
う
公
家
政
権
側
の
窓
口
こ

そ
関
東
申
次
の
実
体
で
あ
る
。

　
関
東
申
次
を
「
申
次
」
と
い
う
名
称
が
「
伝
奏
」
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
た
め
、
ま
た
臣
事
の
伝
奏
と
い
う
機
能
を
有
す
る
が
ゆ
え
、
院

伝
奏
に
接
近
さ
せ
て
評
価
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
関
東
申
次
は
当
初
か
ら
院
伝
奏
と
は
別
個
別
種
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
既
述
の
『
源
平
盛
衰
記
』
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
が
記
し
て
い
る
経
房
に
関
す
る
記
事
、
ま
た
三
浦
氏
が
経
房
を
、
幕
府
の
「
京
ノ
申
次
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
認
め
た
典
拠
で
あ
る
『
愚
管
抄
』
の
「
経
房
大
納
言
ハ
ジ
メ
ヨ
リ
京
ノ
申
次
ニ
セ
ソ
ト
定
申
テ
ア
リ
ケ
レ
バ
」
と
い
う
記
述
は
、
頼
朝
が
経

房
を
関
東
申
次
と
し
て
指
名
し
た
事
情
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
九
月
十
八
日
条
に
は
「
新
藤
中
納
言
経
房
卿
者
廉
直
貞
早
宮
。
傍
二
品
常
座
レ
通
二
子
細
一
法
。
於
レ
今
者

吉
凶
互
被
呈
示
合
↓
而
黄
門
有
レ
望
之
由
、
内
々
被
レ
申
之
間
、
二
品
令
レ
吹
訓
挙
之
一
給
云
々
。
」
と
あ
る
。
　
『
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
経
房
は
前
年
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

暦
元
年
（
一
一
八
四
）
九
月
十
八
日
権
中
納
言
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
　
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
に
見
え
る
、
頼
朝
が
推
挙
し
た
内
容
は
、
同
房
の
権

中
納
言
補
任
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
文
治
元
年
は
元
暦
元
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
頼
朝
は
そ
れ
以
前
か
ら
経
房
と
内
々
に

接
近
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
権
中
納
言
に
経
房
を
推
挙
し
た
と
い
う
事
惰
に
、
親
幕
公
卿
を
生
み
出
す
頼
朝
の
巧
妙
な
政
治
工
作
の
跡
が
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窺
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
工
作
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
関
東
申
次
の
創
設
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
う
一
人
の
院
伝
奏
で
あ
る
高
階
道
形
は
、
文
治
～
7
6
年
末
、
頼
朝
追
討
宣
旨
の
奏
請
を
院
に
取
り
次
い
だ
と
し
て
、
義
経
与
同
の
罪
を
問
わ

　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

れ
籠
居
、
後
に
解
官
配
流
さ
れ
る
。
し
か
し
表
2
の
ω
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
籠
居
以
前
に
は
、
頼
朝
と
院
と
の
連
絡
は
直
接
こ
の
院
伝
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

泰
経
が
取
り
次
ぐ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
『
吾
妻
鏡
』
に
於
け
る
無
意
の
公
武
連
絡
活
動
初
見
は
元
暦
二
年
（
文
治
元
年
）
三
月
四
日
付
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

頼
朝
書
状
（
鎌
倉
殿
御
使
に
関
し
て
法
皇
に
奏
聞
す
る
内
容
）
が
院
別
当
だ
か
ら
か
量
感
を
宛
所
と
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
公
武
の
連
絡
の
舞
台
に
経
房
が
登
場
し
た
後
も
、
泰
経
の
活
動
は
継
続
さ
れ
、
以
前
と
変
化
を
見
せ
て
い
な
い
。
『
吾
妻
鏡
』
を
見
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

彼
と
頼
朝
の
問
に
経
房
を
介
さ
な
い
連
絡
が
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
経
房
と
院
伝
奏
定
長
に
よ
る
公
武
連

絡
ル
ー
ト
は
、
泰
経
失
脚
の
後
に
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
関
東
申
次
の
設
置
は
、
頼
朝
に
よ
る
朝
廷
へ
の
重
大
な
要
求
の
一
環
と
し
て
行
な

わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
議
奏
公
卿
制
の
設
置
要
求
と
共
に
関
東
申
次
の
正
式
設
置
の
奏
請
が
行
な
わ
れ
承
認
さ
れ
た
と
推
定
し
て
も
大
き
な
誤
り

は
な
い
と
考
え
る
。
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（ハ）

　
後
白
河
院
政
期
の
院
伝
奏
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
経
房
は
院
へ
の
美
事
の
伝
奏
を
多
く
女
房
に
依
頼
し

て
い
る
。
高
階
泰
経
や
藤
原
定
長
等
の
院
伝
奏
が
居
な
が
ら
な
ぜ
院
側
近
の
女
房
に
伝
奏
を
依
頼
す
る
事
例
が
多
く
生
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
治
元
年
末
、
経
房
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
畏
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
参
院
、
付
昌
女
房
一
欲
レ
令
レ
奏
之
処
□
自
二
殿
下
一
帰
参
、
傍
付
二
彼
人
一
奏
聞
。

院
伝
奏
定
長
が
不
在
の
た
め
、
女
房
に
院
へ
の
伝
奏
を
依
頼
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
定
長
が
院
御
所
に
帰
参
し
た
。
よ
っ
て
彼
に
伝
奏
を

依
頼
す
る
こ
と
に
結
着
し
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
事
実
は
当
時
の
伝
奏
制
度
の
状
況
を
比
較
的
良
く
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
る
。
院
御
所
に
は
伝
奏
制
度
が
確
か
に
存
在
す
る
。
し
か
し
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そ
の
欄
度
に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
重
要
な
職
制
と
い
う
認
識
は
さ
れ
ず
、
ゆ
え
に
伝
奏
自
身
が
院
御
所
を
外
出
し
て
い
て
不
在
の
場
合
も
多

か
っ
た
。
院
御
所
に
正
規
の
伝
奏
が
居
な
い
場
合
、
他
の
人
物
が
奏
事
の
取
り
次
ぎ
を
す
る
の
は
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
そ
の
「
例

外
」
の
代
表
的
な
も
の
が
女
房
に
よ
る
伝
奏
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
専
制
者
で
あ
る
法
皇
の
周
辺
に
は
、
非
常
に
雑
多
な
種
類
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
法
皇
の
恣
意
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

恣
意
の
存
在
す
る
所
に
は
制
度
は
育
た
な
い
し
貫
徹
さ
れ
に
く
い
。
一
見
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
院
庁
で
さ
え
も
、
そ
の
最
上
首
の

別
当
が
常
時
二
十
名
以
上
に
及
ぶ
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
す
べ
て
が
実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
ず
、
院
庁
の
構
成
員
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
院
司
と
な
る
こ
と
は
法
皇
と
の
一
種
の
私
的
な
主
従
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
法
皇
の
周
辺
は
制
度
化
さ
れ
た
官
僚
機
構

と
は
お
よ
そ
程
遠
い
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
伝
奏
制
度
が
貫
徹
さ
れ
な
い
理
由
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
伝
奏
の
あ
り
方
を
前
提
と
し
て
、
再
び
考
察
を
関
東
申
次
に
移
し
て
み
よ
う
。
関
東
申
次
は
、
頼
朝
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。

先
に
そ
の
時
期
は
文
治
元
年
末
の
泰
経
失
脚
後
、
議
奏
公
卿
欄
の
設
置
と
同
時
期
と
推
定
し
た
。
曲
管
の
失
脚
後
も
定
長
が
院
伝
奏
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
当
然
院
へ
の
奏
聞
は
定
長
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
定
長
は
院
伝
奏
と
し
て
常
に
院
御
所
で
法
皇
の
側
に
あ
る

こ
と
を
原
則
と
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
老
檜
な
法
皇
の
下
で
は
、
そ
の
恣
意
の
ま
ま
に
な
る
可
能
性
を
多
く
有
し
て
い
る
。
頼
朝

は
法
皇
の
恣
意
を
九
条
兼
実
以
下
の
議
奏
公
卿
の
合
議
に
よ
っ
て
攣
肘
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
の
意
志
を
法
皇
に
奏
聞

す
る
に
際
し
て
、
取
り
次
ぎ
を
す
る
人
物
は
、
法
皇
の
恣
意
か
ら
相
対
的
独
立
性
を
保
て
る
条
件
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
経
企
は
以
前
か

ら
頼
朝
と
密
な
連
絡
が
あ
り
、
頼
朝
が
官
途
の
推
挙
も
し
、
又
議
奏
公
卿
の
一
員
と
し
た
公
卿
で
あ
る
。
頼
朝
は
経
房
を
関
東
申
次
と
し
、
院
r

の
恣
意
の
言
わ
ば
「
防
波
堤
」
の
役
割
を
担
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
平
氏
は
滅
亡
し
、
義
経
が
政
治
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
こ
の
時
点
で
、
頼
朝
は
後
白
河
法
皇
と
真
正
面
か
ら
協
調
、
対
決
の
政
治

的
駆
引
を
必
要
と
し
て
い
た
。
頼
朝
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
法
皇
の
恣
意
を
一
構
し
な
が
ら
、
円
滑
、
敏
速
、
確
実
な
金
事
奏
聞
を
は
た
す

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
関
東
申
次
の
創
設
で
あ
っ
た
。

33　（353）



　
頼
朝
は
北
条
時
政
を
上
洛
さ
せ
る
が
、
全
く
朝
廷
内
事
情
に
無
知
な
一
武
人
を
も
っ
て
し
て
は
、
前
項
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
な
ど
到

底
無
理
で
あ
る
。
経
房
の
よ
う
に
院
の
周
辺
事
情
を
知
り
ぬ
い
た
院
近
臣
が
必
要
で
あ
っ
た
。
　
「
例
外
」
の
多
い
、
不
完
全
な
伝
奏
制
度
の
中

で
、
経
房
の
臨
機
応
変
の
処
置
と
行
動
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
が
心
房
に
期
待
し
た
の
は
、
院
の
恣
意
か
ら
生
ま
れ
た
院
周
辺
の
非

制
度
的
状
況
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
最
後
に
関
東
申
次
で
あ
っ
た
経
房
の
活
動
の
具
体
例
を
若
干
掲
げ
て
お
こ
う
。
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
以
降
、
頼
朝
は
奥
州
征
伐
の
た
め
に
、

法
皇
が
拒
絶
し
続
け
る
泰
衡
追
討
宣
旨
の
奏
請
を
繰
返
す
。
翌
文
治
五
年
四
月
、
法
皇
が
天
王
寺
に
居
て
不
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

二
食
議
を
開
か
せ
、
宣
旨
奏
請
を
法
皇
に
伝
え
、
拒
絶
の
理
由
を
説
明
す
る
一
定
の
回
答
を
得
た
の
は
経
房
の
奔
走
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
経
房
の
活
動
は
、
事
後
承
諾
に
近
い
形
で
は
あ
る
が
、
頼
朝
が
征
伐
に
出
発
し
た
当
日
で
あ
る
七
月
十
九
日
付
の
宜
旨
の
発
布
を
法
皇
に
認

　
　
　
　
⑳

め
さ
せ
た
。
ま
た
「
奥
州
羽
州
地
下
管
領
間
事
、
明
春
可
レ
有
冒
H
御
沙
汰
一
殿
之
由
」
と
い
う
幕
府
の
地
下
管
領
権
把
握
奏
請
に
対
す
る
勅
許
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

飛
脚
の
参
翌
翌
日
に
得
ら
れ
た
の
も
経
世
の
敏
速
な
奏
聞
の
結
果
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
奥
州
征
伐
を
め
ぐ
る
国
家
的
重
大
事
の
政
治
交

渉
が
、
経
房
を
京
都
の
窓
口
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
個
々
の
交
渉
の
成
果
は
さ
て
お
き
、
関
東
申
次
の
重
要
性
を
十
分
に
あ
ら
わ

し
て
い
る
と
思
う
。
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①
橋
本
前
掲
論
文
六
七
頁
。

②
　
　
『
凪
口
胃
鏡
』
、
文
治
一
坐
年
十
一
月
｛
二
十
六
日
条
。

③
『
吉
記
』
、
養
和
元
年
十
一
月
二
十
六
日
条
。

③
『
吉
記
』
、
養
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
条
、
元
暦
二
年
五
月
十
一
日
条
。

④
『
源
平
盛
衰
記
』
（
改
定
史
籍
集
謡
本
）
巻
四
十
六
、
「
時
政
実
動
上
洛
附
吉
田

　
経
房
卿
廉
直
事
」

⑤
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
十
二
「
吉
田
大
納
言
経
房
卿
事
」

　
　
β
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
の
底
本
、
　
『
畑
谷
大
学
図
書
館
本
』
で
は

　
「
勘
解
由
小
路
中
納
言
此
経
房
郷
二
人
を
ぞ
」
と
い
う
風
に
文
章
に
若
干
の
乱
れ

　
が
見
ら
れ
る
。
当
時
経
房
を
勘
解
由
小
路
中
納
言
と
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

部
分
は
延
慶
本
で
は
文
章
に
矛
盾
が
な
い
。
　
『
延
慶
本
』
が
最
も
古
態
を
保
っ
て

　
い
る
こ
と
は
、
赤
松
俊
秀
「
延
慶
本
平
家
物
語
に
つ
い
て
」
（
『
平
家
物
語
の
研
究
』

　
法
蔵
館
　
一
九
八
○
年
所
収
）
参
照
。

⑥
『
吉
記
』
、
治
承
四
年
十
一
月
六
虚
説
、
元
暦
二
年
五
月
十
一
日
条
。

⑦
　
龍
粛
『
鎌
倉
時
代
』
下
（
春
秋
社
｝
九
五
七
年
）
巻
末
補
任
表
。
こ
の
中
で
、

　
龍
氏
が
経
房
と
坊
門
信
清
以
下
を
そ
れ
ぞ
れ
「
関
吏
伝
奏
」
と
「
関
東
由
－
次
」
と

　
区
立
し
つ
つ
も
、
周
欄
に
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
者
を
後
者
の
先
駆
形
態
を
持

　
つ
も
の
と
認
識
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑧
　
三
浦
周
行
「
鎌
倉
時
代
の
朝
幕
関
係
」
（
『
日
本
史
の
研
究
、
第
一
難
論
』
岩
波

　
書
店
　
一
九
八
一
年
所
収
）
二
一
頁
。
こ
の
指
摘
は
後
述
の
愚
管
抄
の
記
鄭
に
も

　
と
つ
く
。

⑨
山
本
前
掲
論
文
四
…
五
頁
。

⑩
山
本
前
掲
論
文
七
頁
。

⑪
　
　
『
吾
妻
鏡
』
、
建
久
元
年
八
月
二
十
八
日
条
。

⑫
『
玉
葉
』
、
文
治
二
年
十
月
四
日
条
。

⑱
『
玉
葉
』
、
文
治
二
年
十
月
二
十
六
日
条
。

⑭
『
玉
葉
』
、
文
治
二
年
十
月
七
日
条
。
九
条
兼
実
の
摂
政
と
し
て
の
初
め
て
の

　
著
陣
儀
に
経
房
は
庵
従
公
卿
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

⑮
『
吾
妻
鏡
』
、
建
久
元
年
六
月
二
十
三
日
条
。

⑯
院
使
定
長
と
し
て
、
兼
実
に
法
皇
の
仰
を
伝
え
た
早
い
例
は
、
寿
永
元
年
七
月

　
六
日
条
で
あ
る
。
定
長
を
通
じ
て
常
並
が
院
奏
し
た
早
い
例
と
し
て
は
、
寿
永
二

　
年
正
月
十
九
日
条
。
ま
た
兼
実
本
人
が
参
院
し
て
、
定
長
に
取
り
次
ぎ
を
依
頼
し

　
た
早
い
例
は
寿
永
二
年
七
月
二
十
九
露
助
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
寿
永
年
中
に
は
院

　
伝
奏
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
定
長
が
院
俵
奏
の
職
務
、
す
な
わ
ち

　
奏
窺
の
取
り
次
ぎ
を
担
当
し
て
い
る
例
は
、
　
『
玉
葉
』
を
見
れ
ば
枚
挙
に
逞
が
な

　
い
。

⑰
文
治
元
年
十
一
月
二
十
六
日
条
の
高
階
泰
経
寵
居
の
記
事
中
に
「
泰
経
同
詞
意
行

二
　
後
鳥
羽
院
政
期

（二）

　
家
義
経
謀
叛
【
事
、
載
二
書
状
一
頃
二
竹
枝
州
羅
臼
立
二
帥
中
納
言
庭
納
費
門
乍
レ
驚
披
訓

　
見
之
↓
付
二
定
長
聯
臣
｝
備
二
奏
覧
一
云
々
。
」
と
あ
る
の
が
早
い
例
。
こ
の
記
事
中

　
に
於
い
て
も
、
経
房
が
院
伝
奏
で
は
な
く
、
直
接
院
奏
す
る
立
場
に
な
い
こ
と
が

　
よ
く
わ
か
る
。

⑱
　
　
『
禺
心
管
抄
』
、
巻
山
ハ
。

⑲
　
　
『
玉
葉
』
、
元
暦
元
年
九
月
十
九
日
条
。

⑳
　
　
『
五
口
妻
鏡
』
、
文
治
【
7
5
年
十
一
月
二
十
山
日
日
条
。

⑪
　
　
『
玉
葉
』
、
文
治
一
7
0
年
十
二
月
十
八
日
条
。

⑫
　
　
『
吉
記
』
、
文
治
元
年
十
一
一
月
二
十
九
日
条
。

⑳
『
吾
妻
鏡
』
、
元
暦
二
年
三
月
四
日
条
。

⑳
　
　
『
蕎
妻
鏡
』
、
元
暦
二
年
四
月
十
四
日
条
、
八
月
二
十
九
日
条
、
八
月
三
十
日
条
。

⑮
　
　
『
告
記
』
、
文
治
元
年
十
二
月
二
十
七
臼
条
。

⑳
　
石
井
進
「
院
政
蒔
代
」
（
『
講
座
日
本
史
2
』
、
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
〇
年

　
所
収
）
二
一
八
頁
以
下
。

⑰
橋
本
義
彦
「
院
政
論
」
　
（
橋
本
前
掲
書
所
収
）
一
〇
〇
1
一
頁
。

⑳
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
四
月
一
…
十
二
日
条
、
同
日
条
所
収
院
宣
。

㊥
　
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
九
日
条
。

⑳
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
十
二
月
六
日
条
、
十
二
月
二
十
六
日
条
。

後
鳥
羽
院
政
期
の
関
帯
次
に
関
す
藷
論
藻
、
『
甕
患
寛
元
四
年
（
三
四
六
）
ゴ
一
早
撃
条
の
鶉
に
「
鷺
羽
院
御
時
坊
㈹

門
内
府
井
入
道
相
国
等
一
向
申
訓
次
之
弔
奉
行
院
司
等
御
教
書
各
遣
二
塩
竃
次
人
一
了
。
」
と
あ
る
事
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
後
　
3
5



鳥
羽
院
政
期
の
関
東
申
次
に
当
る
の
は
、
　
「
坊
門
内
府
井
入
道
相
国
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
坊
門
内
府
が
、
源
実
朝
の
舅
の
坊
門
信
清
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
事
に
は
異
論
が
な
い
。
し
か
る
に
入
道
相
国
に
関
し
て
は
西
園
寺
公
経
説
と
藤
原
頼
実
説
が
あ
る
が
、
公
経
説
の
方
が
よ
い
と
考
え
る
。

　
龍
氏
は
建
保
四
年
（
＝
二
六
）
に
坊
門
信
清
が
死
去
し
て
後
、
公
経
が
関
東
申
次
に
就
任
し
た
と
し
て
い
る
が
、
　
『
愚
管
抄
』
に
は
「
年
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ロ
申
次
シ
テ
、
シ
ウ
ト
ノ
信
清
ノ
君
ア
リ
シ
カ
ド
、
公
経
ノ
大
納
言
ノ
申
次
ハ
又
相
違
ナ
カ
リ
キ
。
」
と
あ
っ
て
、
実
朝
の
舅
の
信
清
と
並
ん
で

公
経
が
申
次
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
本
氏
が
公
経
の
朝
幕
間
活
動
例
と
し
て
掲
げ
て
い
る
事
例
が
、
建
保
元
年
（
＝
一
二
二
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

天
福
二
年
（
＝
一
三
四
）
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
や
右
の
『
葉
外
記
』
の
記
事
を
合
せ
て
考
察
す
る
と
、
信
清
・
公
経
が
同
期
に
関
東
申
次
に
任

じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
山
本
民
は
、
公
経
の
活
動
を
掲
げ
て
い
る
が
、
信
清
に
つ
い
て
は
、
関
東
申
次
と
し
て
の
活
動
の
実
例
を
示
す
史
料
が
見
出
せ
な
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
、
直
ち
に
そ
の
活
動
を
「
単
な
る
取
次
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
頼
朝
の
妹
婿
の
一
条
能
保
の
女
を
握
っ
た
公
経
を
「
公

的
な
地
位
と
関
係
な
く
、
む
し
ろ
院
、
天
皇
お
よ
び
将
軍
と
の
私
的
な
姻
戚
関
係
に
基
づ
い
て
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
」
と
し
、
信
清
を
「
伝
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
り
院
司
な
り
と
い
う
既
存
の
制
度
の
上
に
乗
っ
て
交
渉
を
お
こ
な
う
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
信
清
は
将
軍
実
朝
の
妻
の
父
で
あ
り
、
後
鳥

羽
上
皇
の
舅
で
も
あ
る
。
山
本
氏
の
分
類
に
従
う
な
ら
ぼ
、
信
清
こ
そ
第
一
に
前
者
の
範
疇
に
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
吉
田
蟹
玉

の
地
位
に
基
づ
い
て
推
論
さ
れ
た
後
者
の
ル
ー
ト
は
、
も
と
も
と
爆
睡
が
院
伝
奏
で
な
か
っ
た
以
上
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
六
月
目
和
泉
・
紀
伊
両
国
守
護
職
が
停
廃
さ
れ
仙
澗
御
計
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
発
端
と
な
っ
た
御
室
令
旨
を
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
取
り
次
い
だ
の
は
信
清
で
あ
っ
た
。
こ
の
院
に
対
す
る
幕
府
の
重
大
な
譲
歩
を
も
た
ら
し
た
公
武
間
の
政
治
折
衝
の
窓
口
と
な
っ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

信
清
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
山
本
疑
は
公
経
を
「
朝
廷
と
幕
府
と
の
単
な
る
取
次
ぎ
と
い
う
よ
り
政
治
折
衝
の
窓
口
」
と
見
て
い
る
が
、

信
清
も
同
様
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
右
の
事
例
か
ら
推
定
さ
れ
、
決
し
て
「
単
な
る
取
次
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
信
清
・
公
経
が
関
東
申
次
と
し
て
共
存
し
た
時
期
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
活
動
の
性
格
を
明
確
に
分
離
す
る
史
料
は
全
く
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
た
と
え
両
者
に
相
違
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
在
任
中
の
将
軍
の
姻
戚
で
あ
る
信
清
と
、
頼
朝
死
後
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関東申次と伝院奏の成立と展開（美川）

は
将
軍
と
の
姻
戚
関
係
が
希
薄
と
な
る
公
経
と
の
政
治
的
立
場
の
相
違
か
ら
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
関
東
申
次
と
し
て
の
権
限
や
役
割
が
異
な

っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
二
人
共
、
経
理
と
は
異
な
っ
て
将
軍
と
の
姻
戚
関
係
に
基
づ
い
て
関
東
申
次
に
な
っ
た
形
跡
が
濃
厚
だ
が
、

共
に
経
房
の
後
任
者
な
の
で
あ
る
。

　
先
の
『
葉
黄
記
』
に
は
「
奉
行
院
司
等
御
教
書
各
遣
篇
壷
中
次
人
一
筆
」
と
あ
り
、
奉
行
院
司
の
奉
じ
た
院
宣
が
関
東
申
次
に
宛
て
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
経
房
の
時
の
院
宣
発
給
の
プ
ロ
セ
ス
は
後
鳥
羽
院
政
期
に
至
っ
て
も
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
定
長

の
よ
う
な
院
伝
奏
は
後
鳥
羽
院
落
胆
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
朝
幕
間
を
関
東
申
次
の
信
清
と
公
経
が
一
向
申
次
い
だ

の
で
あ
り
、
文
治
年
間
の
シ
ス
テ
ム
と
形
式
上
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
だ
が
、
も
と
も
と
幕
府
の
地
位
の
強
化
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
関

東
申
次
の
活
動
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
か
え
っ
て
既
述
の
和
泉
・
紀
伊
両
国
守
護
停
廃
の
如
き
幕
府
の
譲
歩
を
導
く
事
例
が
見
ら
れ
る
も
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
関
東
申
次
が
黒
幕
公
卿
か
ら
選
ば
れ
な
が
ら
も
な
お
院
近
臣
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
の
も
と
に
、
将
軍
実
朝
の
院
へ
の
接

近
と
い
う
政
治
状
勢
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
後
鳥
羽
院
国
警
の
関
東
申
次
の
活
動
や
、
信
清
と
公
経
の
微

妙
な
立
場
の
相
違
は
、
承
久
乱
の
前
提
と
し
て
の
観
点
か
ら
も
考
え
直
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
今
そ
の
用
意
は
な
い
。
こ
れ

ら
は
後
鳥
羽
院
政
の
特
異
性
と
い
う
大
き
な
問
題
と
し
て
後
日
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

（ホ）

　
後
鳥
羽
院
政
期
に
至
る
と
女
房
伝
奏
の
傾
向
は
一
段
と
顕
著
に
な
る
。
も
は
や
後
白
河
院
政
期
の
高
階
泰
経
・
藤
原
定
長
の
よ
う
な
存
在
を

史
料
上
見
出
す
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
院
へ
の
墨
形
伝
奏
は
専
ら
院
側
近
女
房
に
担
わ
れ
て
い
る
。
藤
原
長
兼
の
日
記
、
　
『
三
長
記
』
に
は
後

鳥
羽
上
皇
へ
伝
奏
さ
れ
た
奏
事
の
目
録
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
弁
紀
勢
、
越
中
欝
欝
、
新
大
夫
局
等
の
女
房
に
大
半
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

奏
事
伝
奏
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
女
房
伝
奏
の
定
着
化
は
ど
の
よ
う
な
事
態
を
生
み
、
又
ど
の
よ
う
な
状
況
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
建
永
元
年
（
＝
一
〇
六
）
五
月
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十
六
日
条
の
『
三
長
記
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
今
日
上
皇
自
黒
熊
野
一
御
還
向
。
午
剋
講
参
。
御
休
息
之
問
、
今
日
奏
事
難
レ
叶
之
山
、
弁
内
侍
称
レ
之
。
細
評
嶺
。

奏
事
奏
聞
の
有
無
が
こ
こ
で
は
専
ら
上
皇
と
側
近
女
房
の
意
向
に
か
か
っ
て
来
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
女
房
の
一
存
で
決
定
さ
れ
た
可
能

性
も
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
少
々
特
殊
な
例
と
も
言
え
る
が
、
女
房
伝
奏
の
傾
向
を
良
く
理
解
で
き
る
事
例
を
次
に
考
察
す
る
。
後
鳥
羽
院
政
期
の
有
名
な
女
房
で
あ
る

卿
二
位
と
は
、
中
流
貴
族
藤
原
範
兼
の
女
で
あ
り
、
上
皇
の
乳
母
と
な
っ
て
権
勢
を
誇
り
、
　
『
愚
管
抄
』
に
「
京
ニ
ハ
卿
二
位
ヒ
シ
ト
世
ヲ
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

タ
リ
。
女
人
入
限
ノ
日
本
国
イ
ヨ
イ
ヨ
マ
コ
ト
也
ケ
リ
ト
云
ベ
キ
ニ
ヤ
。
」
と
ま
で
番
わ
れ
た
女
性
で
あ
る
。

　
藤
原
定
家
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
の
正
月
除
臼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
兼
実
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
御
門
樋
親
）

　
　
除
獣
偏
出
レ
自
晶
叡
慮
一
嘗
々
。
建
久
之
間
、
入
道
殿
下
御
直
言
不
レ
叶
二
暁
儀
鴻
聴
移
之
後
、
至
二
干
去
年
一
働
内
府
執
権
、
揮
思
出
之
間
、
除
穏
之
面
猶
尋
常
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
良
経
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
於
レ
今
権
門
女
房
偏
以
轟
申
行
嚇
殿
下
御
力
不
レ
及
敷
。
後
艶
可
レ
恥
者
也
。

右
の
よ
う
に
京
都
政
界
に
於
け
る
権
門
女
房
兼
子
の
発
言
力
は
摂
関
家
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
強
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
九
条
道
家
の
『
玉
蘂
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
、
除
目
に
つ
い
て
「
毎
照
影
二
品
執
申
に
令
レ
付
給
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
除
目
は
京
都
の
貴
族
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
重
事
で

あ
っ
た
。
卿
二
位
兼
子
の
専
横
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
建
暦
元
年
（
＝
一
二
）
七
月
に
は
、
山
門
騒
乱
に
関
す
る
処
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
つ
い
て
上
皇
、
前
太
政
大
臣
藤
原
頼
実
、
兼
子
三
者
に
よ
る
密
議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
兼
子
は
公
家
政
権
の
有
力
な
政
策
決
定
者
の
一
人
な
の
で
あ
る
。
兼
子
の
活
躍
に
は
、
上
皇
の
乳
母
と
い
う
特
殊
事
情
が
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
院
の
専
制
と
院
へ
の
奏
達
伝
奏
が
専
ら
女
房
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
状
況
に
も
無

視
で
き
な
い
要
因
が
あ
る
。
兼
子
の
活
動
を
円
滑
に
す
る
の
は
、
女
房
伝
奏
中
心
の
奏
事
伝
奏
の
あ
り
方
で
あ
る
。
建
保
三
年
間
＝
二
五
）
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

月
、
祈
雨
修
法
に
つ
い
て
の
院
宣
が
兼
子
を
通
じ
て
醍
醐
寺
に
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
建
暦
元
年
（
＝
一
＝
）
十
月
に
は
、
中
山
兼
宗
を
上
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
中
宮
大
夫
に
推
し
た
こ
と
に
関
す
る
返
事
を
、
九
条
道
家
が
兼
子
を
通
じ
て
上
皇
に
奏
聞
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
兼
子
も
ま
た
他
の
女
房
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と
同
様
に
早
事
伝
奏
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
除
目
の
よ
う
な
政
治
的
重
事
と
認
識
さ
れ
て
い
た
内
容
を
持
つ
斜
懸
の
伝
奏
に
も
関
係
す

る
女
房
が
、
そ
の
内
容
に
精
通
し
発
言
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
院
と
貴
族
層
の
対
抗
関
係
と
い
う
図
式
の
中
で
考
え
て
み
れ

ば
、
本
来
貴
族
層
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
院
伝
奏
が
、
院
と
一
心
同
体
的
な
女
房
伝
奏
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
者
の
関
係
の
均

衡
を
極
度
に
崩
し
、
貴
族
層
が
院
の
専
制
を
制
御
す
る
公
家
政
権
内
部
の
自
制
力
を
完
全
に
消
滅
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
院
の
専
制
と
側
近
女

房
の
専
横
は
相
乗
効
果
を
お
こ
し
、
何
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
機
構
を
有
さ
ぬ
ま
ま
専
恣
な
独
走
へ
と
走
る
の
で
あ
る
。

①
　
三
浦
氏
は
、
前
掲
論
文
三
五
頁
・
五
三
頁
で
、
龍
氏
は
前
掲
需
巻
末
補
任
表
十

　
一
頁
で
、
そ
れ
ぞ
れ
公
経
を
関
東
申
次
と
し
て
い
る
。
橋
本
氏
は
前
掲
論
文
六
六

　
頁
で
頼
実
を
関
來
申
次
と
し
て
い
る
。
山
本
氏
は
前
掲
論
文
十
　
頁
の
注
㈹
に
於

　
て
両
説
を
検
討
し
た
末
、
公
経
説
を
支
持
し
て
お
り
、
妥
当
で
あ
る
。

②
　
　
『
愚
管
抄
駈
、
巻
六
。
な
お
日
本
古
典
文
学
大
系
三
〇
九
頁
の
赤
松
俊
秀
氏
に
よ

　
る
頭
注
は
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
三
月
十
五
日
条
の
記
事
を
引
用
し
て
、
坊
門
信

　
清
、
西
闘
寺
公
経
が
長
年
の
問
鎌
倉
幕
府
の
こ
と
を
朝
廷
に
と
り
つ
ぐ
役
を
し
た

　
と
述
べ
て
い
る
。

③
山
本
前
掲
論
文
六
頁
。

④
山
本
前
掲
論
文
五
頁
。

⑥
山
本
前
掲
論
文
七
－
八
頁
。

⑥
『
吾
妻
鏡
』
、
建
永
二
年
六
月
二
十
二
三
条
。

⑦
　
山
本
前
掲
論
文
六
頁
。三

　
関
東
申
次
と
伝
奏
の
再
編
成

（へ）

⑧
『
三
長
記
』
、
建
仁
元
年
七
月
十
三
日
条
、
同
十
五
日
条
、
岡
十
六
日
条
。
同
十

　
七
日
条
、
同
八
月
十
二
日
条
、
同
二
十
八
日
条
。
ち
な
み
に
建
仁
元
年
七
・
八
月

　
の
二
ヶ
月
問
の
『
三
長
記
』
を
見
る
と
、
長
兼
が
参
院
し
て
上
皇
に
奏
事
の
奏
聞

　
を
果
し
た
の
が
、
七
月
が
九
日
、
八
月
が
八
目
の
計
十
七
日
で
あ
り
、
す
べ
て
女

　
房
に
伝
奏
を
依
頼
し
て
い
る
。
内
わ
け
は
弁
内
侍
が
七
日
、
弁
貿
管
が
五
日
、
越

　
中
掌
侍
が
四
臼
、
新
大
夫
局
が
一
日
で
あ
る
。

＠＠＠＠＠＠

『
愚
管
抄
』
、
紅
海
。

『
明
潟
記
』
、
建
仁
三
年
正
月
十
三
日
条
。

『
玉
蘂
』
、
建
暦
元
年
九
月
二
十
目
条
。

『
玉
蘂
』
、
建
暦
元
年
七
月
十
九
日
条
。

『
建
保
｝
二
年
山
ハ
月
山
ハ
円
【
神
泉
御
修
法
日
記
』
、

『
玉
蘂
』
、
建
暦
元
年
＋
月
＋
二
日
条
。

六
月
二
日
置
。

承
久
の
乱
以
後
、
寛
元
四
年
三
月
迄
の
関
東
申
次
の
就
任
・
辞
任
時
期
に
つ
い
て
は
史
料
上
確
定
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
越
え
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て
推
定
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
本
氏
に
よ
る
と
、
嘉
禄
二
年
（
＝
一
二
六
）
「
関
東
挙
状
」
が
公
経
に

伝
達
さ
れ
て
お
り
、
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
と
推
定
さ
れ
る
時
期
に
将
軍
頼
経
が
公
経
に
対
し
て
、
僧
侶
の
訴
訟
に
関
し
て
何
ら
か
の
善
処
を

　
　
　
　
　
①

要
望
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
経
の
活
動
か
ら
見
れ
ば
、
承
久
の
乱
以
後
も
依
然
と
し
て
公
経
は
関
東
申
次
の
地
位
に
あ
っ
た
と
す
べ
き
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
寛
元
二
年
（
＝
西
四
）
の
死
去
時
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
三
月
十
五
日
条
に
は
「
関
東
申
次
、
年
来
重
事
、
入
道
殿
下
被
レ
仰
訓
園
丁
一
。
細
々
雑
事
、
修
理
大
夫
経
蔵
卿
奉
二
殿
下

仰
一
々
遣
了
。
勅
定
、
猶
彼
卿
傅
行
体
。
」
と
あ
る
。
こ
の
入
道
殿
下
す
な
わ
ち
九
条
道
家
が
関
東
申
次
に
就
任
し
た
契
機
は
、
将
軍
頼
経
の
父

で
あ
っ
た
と
い
う
関
係
か
ら
で
あ
る
。
寛
喜
二
年
（
＝
一
三
〇
）
の
年
初
の
叙
位
に
際
し
て
、
執
権
・
連
署
で
あ
っ
た
泰
時
・
時
房
か
ら
、
阿
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

実
直
の
位
階
の
昇
階
を
奏
上
す
る
内
容
の
書
状
が
道
家
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
仁
治
三
年
（
＝
茜
二
）
四
条
天
皇
の
急
死
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
な
っ
て
、
皇
嗣
選
定
が
幕
府
に
諮
闇
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
使
者
を
送
っ
た
の
は
道
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
北
条
政
子
が
死
去

し
頼
経
が
元
服
し
た
嘉
禄
元
年
（
＝
三
五
）
も
し
く
は
将
軍
宣
下
が
行
な
わ
れ
た
翌
嘉
禄
二
年
と
い
う
頼
経
が
名
実
共
に
将
軍
（
鎌
倉
殿
）
と

し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
時
期
に
、
道
家
が
そ
の
父
と
し
て
関
東
申
次
の
地
位
に
就
任
し
た
と
考
え
て
も
大
き
な
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
道
家
は
公
経
の
生
存
中
か
ら
二
人
で
申
次
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
葉
黄
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
道
家
が
直
接
申
次
を
行
な
っ
た
の
は
重
事
に
限
ら
れ
、
他
は
高
階
経
雅
が
申
次
い
で
い
た
と
い
う
。
経
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
朝
幕
間
の
申
次
に
あ
た
っ
て
い
る
事
例
は
未
だ
見
出
す
事
が
で
き
な
い
が
、
彼
は
道
家
邸
の
申
次
人
で
あ
っ
て
、
家
司
で
あ
っ
た
可
能
性
も

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

大
き
い
。
ま
た
勧
修
寺
長
者
と
呼
ば
れ
た
実
務
官
僚
貴
族
で
あ
る
二
条
定
高
が
朝
幕
間
の
連
絡
に
あ
た
っ
て
い
る
、
例
が
寛
喜
以
降
数
卑
見
ら

　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
る
。
定
高
は
道
家
邸
で
の
評
定
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ま
た
賀
茂
祭
に
供
奉
で
き
な
い
山
城
介
を
改
補
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
道
家
の
諮
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
受
け
て
い
る
例
も
あ
る
。
定
高
は
、
道
家
の
家
司
で
あ
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
道
家
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
特
に
信
頼
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
実
務
官
僚
的
官
職
が
卑
官
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
時
代
、
実
務
的
性
格
の
強
い
「
細
々
雑
事
」
の
申

次
ま
で
摂
関
家
の
道
家
が
自
ら
担
当
す
る
こ
と
は
家
格
上
甑
る
べ
き
こ
と
だ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
の
た
め
に
道
家
は
、
即
位
・
譲
位
や
除
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目
等
の
重
事
に
関
す
る
申
次
の
み
自
ら
行
な
い
、
他
は
近
臣
に
代
行
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
定
高
と
経
雅
が
果
し
た
役
割
が
同
じ
で
あ
っ
た
と

断
定
す
る
根
拠
は
見
出
し
え
な
か
っ
た
が
、
共
に
関
東
申
次
で
あ
る
道
家
の
代
理
人
と
し
て
細
々
雑
事
の
申
次
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
承
久
の
乱
後
、
九
条
・
西
園
寺
両
家
の
提
携
に
よ
る
政
局
支
配
が
長
く
続
き
、
両
者
の
関
係
は
緊
密
で
あ
っ
た
が
、
仁
治
三
年
公
経
・
道
家

が
無
徳
皇
子
の
忠
成
王
の
即
位
を
推
し
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
幕
府
が
却
け
土
御
門
皇
子
の
邦
仁
を
後
嵯
蛾
天
皇
と
し
て
即
位
さ
せ
る
の
に
際

し
、
公
経
は
巧
み
に
道
家
か
ら
離
れ
幕
府
に
よ
る
朝
政
干
渉
で
あ
る
邦
仁
即
位
を
支
持
し
た
。
こ
う
し
て
公
経
晩
年
、
九
条
・
西
園
寺
両
家
に

は
疎
隔
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
公
経
は
後
嵯
峨
即
位
後
直
ち
に
、
我
が
子
実
氏
の
息
女
嬉
子
を
中
宮
と
し
て
お
り
、
道
家
は
外
戚
か

ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。

　
寛
元
二
年
に
公
経
が
死
去
す
る
と
、
外
戚
で
な
い
道
家
は
天
皇
に
依
存
で
き
な
い
の
で
、
自
然
幕
府
と
の
関
係
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

る
。
こ
の
頃
鎌
倉
に
は
将
軍
職
を
子
の
頼
嗣
に
譲
っ
た
ば
か
り
の
我
が
子
馬
経
が
い
た
。
道
家
は
後
鳥
羽
・
順
風
両
上
皇
の
還
京
運
動
や
先
の

後
嵯
峨
即
位
問
題
等
で
北
条
得
宗
家
の
信
頼
を
失
な
っ
て
い
た
が
、
頼
経
の
周
囲
に
は
漸
く
反
得
宗
的
な
独
自
の
政
治
勢
力
が
形
成
さ
れ
て
き

て
お
り
、
こ
れ
と
緊
密
な
連
絡
を
と
る
こ
と
こ
そ
道
家
の
権
勢
を
維
持
す
る
お
そ
ら
く
唯
一
の
道
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
道
家
は
公
経
死
後
、

関
東
申
次
を
九
条
家
で
独
占
し
て
、
実
氏
の
就
任
を
阻
止
し
、
頼
手
と
の
父
子
の
関
係
を
関
菓
申
次
と
い
う
制
度
に
基
づ
い
た
よ
り
強
固
な
関

係
に
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（卜）

寛
元
四
年
（
＝
一
四
六
）
年
初
に
後
嵯
峨
院
政
が
開
始
さ
れ
る
と
、
道
家
は
西
園
寺
家
に
よ
っ
て
庇
護
さ
れ
て
い
た
意
に
染
ま
な
い
関
白
良
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
強
引
に
罷
免
し
、
弟
の
愛
子
一
条
実
経
を
摂
政
に
し
て
体
制
を
固
め
る
。
こ
う
し
て
『
葉
黄
記
』
三
月
十
五
日
誌
に
見
え
る
関
東
申
次
の
編

成
換
え
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
関
東
申
次
、
年
来
重
事
、
入
道
殿
下
被
レ
仰
側
妻
之
4
細
々
雑
事
、
修
理
大
夫
経
雅
卿
奉
晶
殿
下
仰
一
々
遣
了
。
勅
定
、
猶
彼
卿
牛
痘
了
。
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（
頭
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
園
寺
実
氏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
道
家
）

　
　
　
『
五
月
以
後
事
変
、
太
相
國
可
レ
勤
二
関
東
申
次
4
無
記
他
院
司
直
不
レ
及
昌
仰
遣
4
禅
定
殿
下
被
昌
傅
仰
一
之
時
ハ
、
細
々
事
毎
度
御
影
叢
叢
レ
可
レ
然
。
傍
院

　
　
司
直
可
レ
仰
之
由
有
一
一
沙
汰
一
キ
』

　
　
御
鳥
羽
院
御
時
、
坊
門
内
府
丼
入
道
相
国
二
一
向
申
訓
次
之
4
奉
行
院
司
等
御
教
書
各
遣
昌
彼
申
次
人
一
義
。
就
昌
今
度
院
中
盤
｝
有
＝
群
議
浦
先
日
被
レ
仰
コ
合

　　

q
細
於
関
堅
強
返
事
到
来
一
斑
鑑
羅
重
患
鍮
謙
驚
異
事
幽
豫
凝
霜
・
状
曳
秘
牢
記
者
入
道
殿
下
覆
山
伝
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
条
実
経
）

　
　
僧
俗
官
等
事
ハ
、
可
レ
申
昌
摂
政
⑩
府
内
雑
務
一
者
、
奉
行
院
司
直
可
レ
書
ゴ
下
院
宜
一
之
由
也
。
謂
昌
奉
行
一
者
定
嗣
事
也
。

最
近
佐
藤
進
一
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、

　
　
寛
元
四
年
正
月
、
後
嵯
峨
は
皇
位
を
西
園
寺
の
外
孫
た
る
皇
子
久
仁
（
後
深
草
天
皇
）
に
譲
っ
て
、
院
政
を
創
め
、
早
速
幕
府
に
申
入
れ
て
関
東
申
次
の

　
　
業
務
を
三
分
し
て
、
秘
事
重
事
（
帝
位
や
摂
関
の
交
代
等
）
は
従
来
通
り
道
家
に
伝
え
（
道
家
か
ら
鎌
倉
に
伝
え
る
）
、
僧
俗
の
人
事
は
摂
政
に
伝
え
、
雑

　
　
務
（
訴
訟
関
係
）
は
院
司
が
院
宣
を
以
て
直
接
幕
府
と
折
衝
す
る
こ
と
と
し
た
（
葉
黄
記
、
寛
元
四
年
三
月
十
五
日
条
）
。
即
ち
閣
東
申
次
の
権
限
を
大
輻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
に
削
減
し
て
、
院
と
幕
府
の
直
接
交
渉
に
道
を
醐
い
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
こ
の
編
成
換
え
を
あ
く
ま
で
後
嵯
峨
上
皇
が
行
な
っ
た
と
見
て
お
り
、
上
皇
の
主
導
権
が
貫
ぬ
か
れ
た
結
果
、
関
東
申
次
と
し
て
の

道
家
の
権
限
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
関
菓
申
次
の
業
務
の
三
分
と
は
言
っ
て
も
、
摂
政
と
は
道
家
が
強
引
に
そ
の
地

位
に
つ
か
せ
た
愛
子
実
経
で
あ
り
・
黒
鴨
が
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
道
家
の
代
理
人
に
過
ぎ
な
晦
・
院
司
も
院
別
当
で
あ
り
な
が
ら
「
郵

　
（
道
家
）
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

候
東
山
南
開
「
執
柄
家
事
又
穂
管
凋
領
之
一
」
と
い
う
葉
室
定
嗣
の
こ
と
を
さ
す
の
だ
か
ら
「
院
と
幕
府
の
直
接
交
渉
に
道
を
開
い
た
」
面
を
強

調
し
過
ぎ
る
の
も
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
幕
府
へ
の
諮
問
の
返
事
は
前
将
軍
驚
異
か
ら
父
道
家
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

『
葉
黄
記
』
の
同
日
条
に
こ
の
返
事
が
幕
府
の
正
式
の
返
事
と
し
て
「
関
白
返
事
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
将
軍
の
無
力
化
を
図
り
頼
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
迫
っ
て
将
軍
の
地
位
を
年
少
の
頼
嗣
に
譲
ら
せ
た
北
条
得
宗
家
の
意
図
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
こ
の
返
事
が
得

宗
象
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
心
経
と
そ
の
父
道
家
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
こ
の
関
東
申
次
の
編
成
換
え
が
、
道
家
の
意
志
で
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
証
明
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
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道
家
は
、
自
ら
の
側
近
で
あ
り
な
が
ら
上
皇
の
信
頼
も
厚
い
定
嗣
に
雑
務
の
申
次
を
代
行
さ
せ
て
上
皇
と
の
対
立
を
避
け
る
一
方
、
西
園
寺
華

氏
が
関
東
申
次
に
就
任
し
て
北
条
得
宗
家
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
の
を
、
実
経
の
申
次
就
任
に
よ
っ
て
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
関
東

申
次
が
二
人
で
あ
っ
た
慣
習
を
盾
に
、
自
分
と
子
の
実
経
の
二
人
を
申
次
に
し
、
そ
の
地
位
を
子
孫
に
相
伝
世
襲
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
道
家
の
権
限
が
削
減
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

」
得
宗
家
当
主
、
執
権
経
時
の
病
と
い
う
権
力
弱
体
期
の
間
隙
を
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
関
東
申
次
の
編
成
換
え
の
直
後
、
三

月
二
十
三
日
に
経
時
は
執
権
を
時
差
に
譲
る
。
閏
四
月
一
日
に
経
時
が
死
去
し
、
五
月
、
新
し
い
得
宗
家
当
主
時
頼
の
も
と
で
、
幕
府
内
部
の

対
立
が
火
を
吹
く
。
名
越
光
時
の
乱
で
あ
る
。
こ
れ
は
頼
経
を
中
心
と
す
る
勢
力
と
得
宗
家
と
の
正
面
衝
突
に
他
な
ら
な
い
が
、
結
局
得
宗
家

側
の
勝
利
に
終
わ
り
、
そ
の
結
果
八
月
に
幕
府
か
ら
次
の
よ
う
な
内
容
の
奏
聞
が
行
な
わ
れ
た
。

　
　
其
玉
無
＝
心
事
4
但
大
納
言
入
道
上
洛
遁
世
之
儀
也
。
将
軍
頼
嗣
家
人
等
守
レ
之
如
昌
日
来
4
謀
略
之
張
少
々
行
昌
罪
科
一
了
。
関
東
静
誰
也
。
天
下
事
、
公

　
　
家
塾
被
レ
行
二
徳
政
一
之
贋
金
レ
仰
也
。
叙
位
除
目
以
下
、
此
節
在
レ
裏
、
万
事
可
レ
被
レ
行
二
正
道
4
工
程
レ
任
晶
叡
慮
一
事
等
有
レ
之
鰍
。
自
今
以
後
不
レ
可
レ
然
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
可
レ
被
レ
抽
コ
賞
器
量
之
者
刈
又
関
東
申
次
之
仁
、
追
計
申
之
由
也
。

「
大
納
言
入
道
上
洛
遁
世
之
儀
也
」
と
翼
下
の
燭
明
遁
世
、
　
「
関
東
申
次
之
仁
、
二
身
申
之
由
也
」
と
道
家
以
下
の
関
東
申
次
更
迭
が
宣
言
さ

れ
て
い
る
。
時
頼
は
既
に
幕
府
内
の
反
巻
宗
勢
力
の
一
応
の
排
除
を
終
え
て
い
る
。
そ
の
中
心
人
物
頼
経
の
還
京
遁
世
と
道
家
以
下
の
関
東
申

次
罷
免
に
よ
っ
て
、
京
都
の
反
異
宗
勢
力
で
あ
る
道
家
の
権
勢
の
基
盤
を
打
ち
砕
く
こ
と
を
屠
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
「
不
レ
任
謡
叡
慮
一
事
蓮
沼
レ
即
製
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
が
道
家
非
難
の
意
を
含
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
山
本
氏
の
次
の
指
摘
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
「
不
眠
叡
慮
並
等
有
之
敷
」
と
い
う
状
況
は
幕
府
と
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
は
そ
の
一
方
の
原
因
と
な
っ
て

　
　
い
る
の
で
あ
る
。
否
「
関
吏
景
気
」
こ
そ
、
そ
の
根
本
原
因
な
の
で
あ
る
。
で
あ
る
以
上
「
自
今
以
後
不
可
然
」
と
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
幕
府
は
朝
政
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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道
家
の
専
横
が
幕
府
と
無
関
係
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
道
家
奪
横
の
背
景
と
な
っ
た
「
関
東
景
気
」
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
密
訴
を
中
心
と
す
る
反
蔵
置
勢
力
の
行
動
、
す
な
わ
ち
得
宗
家
側
か
ら
言
う
反
張
的
行
動
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
自
今
以
後
不
レ
可
レ
然
し
と
は
、
時
頼
が
そ
の
よ
う
な
反
得
宗
家
的
行
動
を
非
難
し
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
道
家
の
動
き
を
排
除
し
ょ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
政
策
を
自
己
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
内
容
か
ら
「
幕
府
が
朝
廷
に
関
与
し
な
い
」
と
い

う
結
論
を
導
こ
う
と
す
る
山
本
属
の
論
理
に
は
無
理
が
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
月
置
関
東
申
次
編
成
換
え
は
道
家
の
主
導
権
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
岩
鼻
宗
的
と
さ
れ
、
「
不
レ
任
鵬

叡
慮
一
事
等
」
の
最
大
の
も
の
の
一
つ
と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
「
自
今
以
後
不
レ
可
レ
然
」
と
い
う
要
請
と
共
に
関
東
申
次
の
心
立
が
宣
言
さ
れ
、

先
の
編
成
換
え
が
白
紙
に
も
ど
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
月
に
な
る
と
時
頼
は
、
次
の
よ
う
な
申
入
を
公
家
政
権
に
対
し
て
行
な
う
に
至
る
。

　
　
自
二
関
東
蒔
頼
使
離
左
衛
・
上
掩
関
東
申
次
軍
籍
灘
蔚
翁
忌
云
々
・
可
レ
被
レ
行
田
徳
政
乏
豊
開
院
玄
看
・
依
象
時
蟄
之
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
此
八
九
年
洛
中
要
害
所
々
、
有
晶
守
護
武
士
↓
終
夜
挙
昌
籔
火
↓
万
人
高
レ
枕
了
。
而
皆
停
止
云
々
。
不
レ
知
日
是
非
4

ま
ず
第
一
に
、
西
園
寺
実
演
を
関
東
申
次
に
指
名
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
八
月
の
関
東
申
次
更
迭
の
奏
聞
と
こ
の
指
名
が
共
に
時
頼
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
経
房
の
時
以
来
、
関
東
申
次
は
将
軍
に
よ
る
指
名
が
原
則
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
公
経
以
後
も
将
軍
姻
戚

春
で
占
め
ら
れ
、
そ
れ
が
実
直
の
就
任
を
今
ま
で
容
易
に
道
家
・
頼
経
父
子
が
阻
止
し
え
た
要
因
で
も
あ
っ
た
。
愛
妻
に
よ
る
指
名
は
こ
の
原

則
を
打
破
し
、
関
東
申
次
の
指
名
権
を
将
軍
か
ら
得
宗
家
が
奪
っ
た
こ
と
に
な
り
、
公
家
政
権
と
の
交
渉
権
も
得
宗
家
が
把
握
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
宗
家
が
推
進
し
て
き
た
将
軍
偲
糧
化
の
試
み
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
八
月
の
時
と
同
様
に
、
再
び
「
徳
政
」
を
行
な
う
こ
と
が
院
に
対
し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
徳
政
」
の
意
味
内
容
に
は
当

然
時
頼
の
政
策
基
調
と
な
る
「
撫
民
」
の
重
視
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
面
で
公
家
政
権
に
対
し
て
早
急
に
求
め
ら
れ
た
の
は
訴
訟
制
度

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
整
備
拡
充
で
あ
る
。
西
国
堺
相
論
に
対
し
て
は
一
切
介
入
し
な
い
と
い
う
御
成
敗
式
醤
以
来
の
一
貫
方
針
の
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
幕
府
は
公

44　（364）



関東申次と院伝奏の成立と展開（美川）

家
政
権
訴
訟
制
度
の
未
整
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
改
善
を
強
く
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
時
又
の
「
徳
政
」
の
申
入
は
、
公
家
政
権
の

管
轄
訴
訟
の
処
理
が
「
賢
宰
」
の
目
的
の
も
と
に
十
分
行
な
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
、
幕
府
が
責
任
を
持
ち
、
今
後
そ
の
履
行
を
監
視
し
て
い
く

こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
京
都
市
中
の
簿
屋
の
停
止
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
万
人
高
レ
枕
了
」
と
十
分
効
果
の
上
っ
て
い
た
簿
屋
を
停
止
す
る
こ
と
は
、
広
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
簿
屋
）

経
光
が
「
思
念
世
閾
不
レ
静
之
後
、
於
レ
鮮
血
調
如
京
都
一
之
故
鰍
。
此
事
皇
尊
凌
夷
、
人
以
歎
レ
之
、
可
レ
驚
事
鰍
。
所
々
放
火
、
逐
又
白
波
之
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
静
々
。
堀
川
大
納
言
亭
去
九
月
、
又
今
月
両
度
白
波
乱
入
云
々
。
」
と
述
べ
る
よ
う
に
京
都
の
治
安
を
著
し
く
損
な
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
京
都
の
貴
族
に
と
っ
て
脅
迫
に
も
等
し
い
行
為
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
公
家
政
権
が
「
徳
政
」
の
た
め
に
訴
訟
制
度
の
整
備
を
行
な
い
、
以

後
幕
府
の
意
向
に
従
っ
た
政
治
を
行
な
わ
な
い
限
り
、
京
中
の
治
安
維
持
に
は
責
任
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
簿
屋
停
止
の
処
置
に
対
し
て
は
、
最
近
こ
れ
を
「
幕
府
と
王
朝
の
関
係
を
相
互
依
存
か
ら
相
互
不
干
与
・
自
立
に
切
り
換
え
る
こ
と
」

を
陵
的
と
す
る
幕
府
の
「
対
王
朝
関
係
転
換
」
の
一
環
と
す
る
佐
藤
氏
の
見
解
が
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
舞
屋
の
停
止
は
、
一
時
的
で
暫
定
的

な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
く
、
早
く
も
、
正
元
元
年
（
＝
一
五
九
）
に
は
地
頭
湯
浅
氏
が
牢
屋
番
役
を
勤
仕
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が

　
⑳

あ
る
。
ま
た
佐
藤
民
が
「
治
安
警
察
を
基
本
的
に
検
非
違
使
庁
に
戻
し
た
」
と
さ
れ
た
当
時
の
検
非
違
使
庁
に
、
経
光
の
述
べ
る
如
く
ほ
と
ん

ど
京
中
の
治
安
維
持
能
力
が
無
く
、
し
か
も
そ
れ
を
幕
府
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
以
上
、
こ
れ
は
時
頼
の
政
治
的
駆
引
と
見
た
方
が
よ
い
の

で
あ
る
。
こ
の
処
置
と
そ
の
後
京
中
に
広
ま
っ
た
「
関
東
武
士
於
レ
論
者
為
二
大
番
一
上
洛
之
条
、
可
レ
停
凋
止
出
職
以
畿
内
輩
↓
内
裏
、
仙
洞
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

如
レ
形
可
レ
勤
二
番
役
一
云
々
。
」
と
い
う
風
聞
は
、
公
家
政
権
側
に
幕
府
の
武
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
、
幕
府
に
よ
る
政
界
劇

新
、
徳
政
興
行
の
申
入
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
く
し
た
の
で
あ
る
。
八
月
の
奏
聞
と
十
月
の
申
入
は
、
互
い
に
連
関
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
ら
自
体

す
で
に
公
家
政
権
に
対
す
る
幕
府
の
大
幅
な
関
与
で
あ
り
干
渉
で
あ
り
、
以
後
の
朝
廷
干
渉
へ
の
布
石
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
点
で
佐
藤
氏
の
意
見
に
は
首
肯
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
関
東
申
次
に
就
任
し
た
実
習
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
事
実
は
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
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（
中
御
門
経
任
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
東
使
対
コ
面
帥
卿
一
之
条
柳
不
レ
受
、
明
日
も
帥
可
昌
対
面
一
者
不
レ
可
レ
参
之
由
支
度
云
々

　
弘
安
六
年
（
＝
一
八
三
）
七
月
、
関
菓
申
次
西
園
寺
実
兼
は
所
労
の
た
め
、
参
院
し
て
幕
府
の
使
者
の
申
次
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
直
接
院
伝
奏
中
御
門
経
任
を
し
て
申
次
が
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
使
者
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
子
患
の
公
衡
を
代
理

人
と
し
て
申
次
を
行
な
わ
せ
よ
と
の
亀
山
上
皇
の
命
を
辞
退
し
た
。
実
兼
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
（
実
氏
）
　
　
　
　
　
　
（
公
　
桐
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
故
入
道
殿
御
時
、
故
太
政
大
臣
殿
曾
無
下
令
晶
申
次
一
給
事
加
入
渡
殿
毎
度
老
骨
令
レ
極
端
。

す
な
わ
ち
先
祖
の
実
益
は
い
つ
も
老
骨
に
む
ち
う
っ
て
申
次
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
、
子
の
公
評
が
代
り
に
申
次
を
勤
め
た
こ
と
な
ど
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
う
の
で
あ
る
。
結
局
翌
日
、
実
直
本
人
が
病
を
お
し
て
参
院
し
使
者
の
取
り
次
ぎ
を
果
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
東
申
次
就
任
以
来

毎
度
羽
島
本
人
が
幕
府
の
奏
事
の
申
次
、
幕
府
へ
の
院
宣
の
申
次
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
院
と
関
東
申
次
と
の
間
に
伝
奏
が
介
在

し
て
も
、
関
東
申
次
本
人
の
立
会
な
し
に
荒
事
、
院
宣
の
伝
達
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
引
用
し
た
『
葉
黄
記
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
氏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
家
）

　
　
五
月
以
後
事
変
、
太
相
国
可
レ
勤
晶
関
東
申
次
↓
然
者
他
院
司
藏
不
レ
及
昌
仰
遣
司
禅
定
殿
下
被
昌
傅
仰
一
之
時
ハ
、
細
々
事
毎
度
御
伝
奏
不
レ
可
レ
然
、
働
院
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
直
可
レ
仰
之
由
有
一
一
沙
汰
一
き
。

と
あ
る
。
以
前
は
細
々
事
は
わ
ざ
わ
ざ
道
家
が
担
当
せ
ず
、
院
司
に
委
任
し
、
そ
の
院
司
が
直
接
申
次
伝
奏
を
勤
め
た
。
実
姉
以
降
は
細
々
事

を
含
め
す
べ
て
関
東
申
次
本
人
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
か
つ
て
関
東
申
次
道
家
の
下
で
は
、
幕
府
と
公
家
政
権
の
連
絡
事
項
に
は
秘
事
・
重
事
と
雑
務
（
訴
訟
関
係
）
を
は
じ
め
と
す
る
細
々
雑
事

の
厳
然
た
る
区
別
が
あ
り
、
後
者
は
、
関
東
申
次
の
代
理
人
（
定
高
、
無
雑
、
定
嗣
）
に
委
任
さ
れ
、
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実

琉
就
任
以
後
は
、
こ
の
区
別
が
撤
廃
さ
れ
、
す
べ
て
の
連
絡
事
項
を
関
東
申
次
本
人
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
後
者
、

特
に
訴
訟
関
係
事
項
の
重
視
で
あ
り
、
時
短
の
徳
政
申
入
が
、
具
体
的
に
は
訴
訟
制
度
の
整
備
を
求
め
て
い
た
事
と
軌
を
一
に
す
る
。
細
々
事

に
至
る
ま
で
関
東
申
次
本
人
が
申
次
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、
幕
府
の
要
請
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
関
東
申
次
個
人
が
自
発
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的
に
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
幕
府
と
公
家
政
権
の
訴
訟
関
係
事
項
の
連
絡
が
格
段
と
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
申
次
も
実
務
官
僚
貴
族

で
は
な
い
西
園
寺
実
氏
が
勤
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
訴
訟
関
係
事
項
に
対
す
る
軽
視
の
認
識
も
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
に
も
な

る
の
で
あ
る
。

（チ）

関東申次と院伝奏の成立と展開（美川）

　
承
久
の
乱
以
後
も
女
房
伝
奏
の
状
況
は
継
続
し
、
後
堀
河
院
政
期
に
な
っ
て
も
因
幡
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
伊
与
内
侍
な
ど
忍
事
伝
奏
に
あ
た

る
の
は
専
ら
側
近
女
房
達
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
有
名
無
実
化
、
形
骸
化
に
至
っ
た
制
度
が
、
再
び
そ
の
機
能
を
回
復
す
る
に
は
新
た
な
強
い

契
機
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
寛
元
四
年
正
月
の
後
嵯
峨
院
政
の
開
始
と
と
も
に
葉
室
定
嗣
は
院
別
当
と
な
り
、
自
ら
「
予
々
二
院
司
↓
院
中
事
一
事
以
上
早
旦
行
面
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
㊧

述
べ
、
他
の
記
録
に
も
「
院
中
雑
務
可
二
管
領
一
」
「
院
中
雑
事
可
二
巴
行
一
」
「
雑
務
伝
奏
」
の
記
事
が
見
え
る
。
定
嗣
自
身
は
翌
年
七
月
に
な
っ

て
こ
れ
ら
を
「
予
補
二
院
司
一
可
レ
奉
尉
行
万
事
一
之
由
、
兼
有
二
勅
定
喝
便
是
可
レ
謂
晶
執
事
一
男
。
然
而
先
例
、
或
他
人
錐
レ
為
漏
執
事
↓
器
量
之
者
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

人
、
又
奉
二
執
権
叩
今
此
儀
也
。
」
と
執
権
就
任
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
院
政
開
始
後
、
諸
人
の
奏
書
を
院
に
伝
奏
す
る
例
が
多
い
か
ら
、

こ
の
時
時
伝
奏
に
も
就
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
じ
く
院
別
当
の
吉
田
悪
趣
も
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
三
月
頃

ま
で
に
は
院
伝
奏
に
な
っ
て
お
り
、
以
後
二
、
三
人
の
伝
奏
の
内
の
一
人
が
執
権
と
し
て
も
真
中
の
実
務
を
統
轄
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

だ
後
嵯
峨
院
政
以
後
、
院
中
常
置
の
要
職
に
な
る
と
論
わ
れ
る
執
権
も
、
先
の
定
嗣
の
就
任
を
述
べ
た
記
事
の
書
き
方
や
、
執
事
土
御
門
膝
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
父
で
事
実
上
の
執
事
で
あ
っ
た
定
通
を
「
院
中
執
権
」
と
呼
ん
で
い
る
例
な
ど
か
ら
、
院
政
初
期
に
於
て
は
執
事
と
の
区
別
が
不
分
明
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
寛
元
四
年
八
月
以
降
の
徳
政
申
入
に
よ
る
訴
訟
制
度
等
の
整
備
、
雑
務
の
重
視
と
共
に
、
そ
の
職
制
が

執
事
と
は
区
別
さ
れ
て
し
だ
い
に
重
要
視
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
既
述
の
よ
う
な
道
家
失
脚
の
下
で
、
そ
の
側
近
で
も
あ
り
な
が
ら
、
院
の
信
頼
と
他
に
代
え
ら
れ
な
い
実
務
堪
能
さ
を
か
わ
れ
て
そ
の
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地
位
を
保
持
し
た
定
嗣
は
、
宝
治
元
年
（
＝
西
七
）
三
月
に
、

　
　
伝
奏
当
時
只
吉
田
中
納
言
、
予
両
人
也
。
両
人
不
慮
有
晶
不
参
之
日
↓
耀
共
編
合
百
、
不
レ
可
昌
退
転
一
之
由
有
レ
仰
。
働
隔
日
必
勤
昌
伝
奏
↓
其
外
ハ
可
レ
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
レ
意
之
由
与
昌
黄
門
一
示
合
了
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
述
べ
、
院
伝
奏
為
経
・
定
嗣
両
入
の
隔
日
の
伝
奏
を
申
合
せ
た
。
同
年
五
月
の
「
参
院
、
奏
二
雑
事
↓
且
依
二
当
番
｝
伝
訓
奏
人
々
奏
事
ご
と
い

う
記
事
は
、
伝
奏
結
番
制
が
敷
か
れ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
奏
制
度
整
備
の
背
景
は
い
か
な
る
事
清
で
あ
ろ
う
か
。
両
人
共
に
不
参
の
日
が
な
い
た
め
に
、
と
い
う
為
経
、
定
嗣
の
申
合

せ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
院
御
所
に
伝
奏
が
不
在
で
あ
る
状
況
を
な
く
そ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
女
房
伝
奏
排
除
の
趣
旨
が
含
ま

れ
る
。
女
房
に
よ
る
伝
奏
行
為
の
頻
発
は
、
院
御
所
に
伝
奏
が
不
在
で
あ
る
と
い
う
状
況
か
ら
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
政
刷
新
、
徳
政
を

要
望
す
る
幕
府
、
特
に
北
条
得
宗
家
と
し
て
は
、
女
房
の
政
治
口
入
、
院
の
専
制
を
生
み
出
し
助
長
す
る
可
能
性
を
持
つ
女
房
伝
奏
は
忌
み
嫌

う
も
の
で
あ
っ
た
。
弘
安
十
一
年
（
一
二
八
八
）
の
幕
府
の
朝
廷
へ
の
申
入
条
々
の
中
の
一
条
に
は
、
「
僧
侶
、
女
房
政
事
口
入
事
、
一
向
可
レ
被
二

　
　
　
⑱

停
止
｝
鰍
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
意
向
は
、
幕
府
成
立
以
来
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寛
元
四

年
八
月
以
降
の
時
頼
に
よ
る
徳
政
申
入
に
よ
っ
て
、
強
く
そ
の
具
体
化
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
吉
田
経
俊
は
、
伝
奏
吉
田
為
経
不
在
の
た
め
奏
事
の
奏
聞
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
し
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
度
院
御
所
を
退
出
し
他
所
に
赴
い
た
事
を
記
し

て
い
る
。
前
代
の
よ
う
に
、
伝
奏
不
在
を
理
由
に
直
ち
に
女
房
等
に
伝
奏
を
依
頼
し
て
い
な
い
点
で
注
目
に
値
す
る
。
伝
奏
で
な
け
れ
ば
院
へ

の
多
事
伝
奏
が
で
き
な
い
と
す
る
原
則
が
か
な
り
堅
固
に
守
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
橋
本
氏
が
「
爾
後
関
東
申
次
の
管
掌
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
を
除
く
す
べ
て
の
奏
事
は
、
原
則
と
し
て
伝
奏
の
専
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
と
し
て
理
解

す
べ
き
で
あ
る
。

　
経
俊
の
日
記
に
は
、
工
事
目
録
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
慰
事
に
持
出
さ
れ
る
事
項
は
、
諸
司
、
諸
社
寺
、
諸
人
の
訴
訟
、
朝
儀
の
所

役
の
人
選
、
公
事
の
費
用
調
達
な
ど
殆
ん
ど
公
家
社
会
の
万
般
に
わ
た
っ
た
。

48　（368）



関東申次と院伝奏の成立と展開（美川）

　
　
　
　
（
後
嵯
峨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
山
）
　
　
　
　
〔
録
〕
　
　
　
（
後
深
草
）

　
　
　
一
、
先
登
勅
語
云
、
和
歌
丼
鞠
文
書
可
レ
進
二
禁
裏
一
諸
家
記
章
可
レ
進
二
新
院
司
其
外
寛
元
以
来
奏
事
目
鼠
舞
可
レ
進
二
新
院
↓
世
間
事
悉
見
昌
此
目
録
一
云
々
、

　
　
近
習
輩
皆
存
知
敷
事
。

　
右
の
史
料
は
両
統
対
立
の
中
で
、
持
明
院
統
の
主
張
を
伏
見
天
皇
が
示
し
て
い
る
一
条
で
あ
る
。
後
嵯
峨
上
皇
は
生
前
、
和
歌
や
鞠
文
書
は

亀
山
天
皇
に
進
め
る
よ
う
に
言
っ
た
が
、
諸
家
記
録
、
金
事
目
録
は
後
深
草
上
皇
の
も
と
に
進
め
る
よ
う
に
と
述
べ
た
。
こ
れ
が
後
嵯
峨
上
皇

が
後
深
草
上
白
三
を
「
治
天
の
君
」
と
す
る
よ
う
希
望
し
た
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。
奏
事
目
録
が
諸
家
記
録
と
共
に
、
院
政
を
行
な
う
「
治
天
の

君
」
に
不
可
欠
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
寛
元
以
来
の
奏
事
目
録
に
世
聞
の
事
が
悉
く
見
え
る
と
断
言
し
て
い
る
こ
と
は
、

後
嵯
峨
院
政
開
始
以
降
、
つ
ま
り
伝
奏
舗
度
確
立
以
後
の
重
事
目
録
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
善
事
が
重
視
さ
れ
監
事
目
録
が

公
家
政
権
の
中
で
重
ん
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
即
ち
奏
事
伝
奏
を
専
凝
す
る
院
伝
奏
が
重
要
職
鋼
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
幕
府
の
徳
政
申
入
に
従
っ
て
、
寛
元
四
年
末
最
初
の
院
評
定
が
行
な
わ
れ
、
為
経
、
定
嗣
は
共
に
評
定
衆
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
最
初
の
評

定
で
は
為
経
が
奉
行
を
行
な
っ
た
。
以
後
、
評
定
の
奉
行
は
原
則
と
し
て
評
定
衆
に
加
え
ら
れ
た
伝
奏
が
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
院
評
定
の
奉

行
と
は
ど
の
よ
う
な
職
務
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
正
嘉
元
年
（
＝
一
五
七
）
六
月
、
伝
奏
吉
田
経
俊
が
病
に
よ
っ
て
参
院
で
き
な
い
た
め
、
当
日
予
定
さ
れ
て
い
た
評
定
が
延
引
さ
れ
た
。
評
定

の
奉
行
が
評
定
を
行
な
う
に
際
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
職
務
内
容
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
十
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
建
長
八
年
（
一

二
五
六
）
八
月
十
一
日
の
評
定
前
後
の
『
経
俊
春
立
』
の
記
事
は
奉
行
の
職
務
内
容
を
良
く
示
し
て
い
る
。

八
日
、
伝
奏
経
俊
は
参
院
し
て
奏
事
誤
聞
し
、
評
定
日
を
十
一
日
と
申
定
め
た
。
昇
蓮
遺
跡
事
を
評
定
の
議
題
の
一
つ
と
す
る
こ
と
も
院
か
ら
仰
せ
下
さ

　
　
　
れ
た
。

十
日
、
経
俊
は
如
鏡
・
助
清
相
論
関
係
文
書
を
院
の
御
覧
に
入
れ
、
こ
れ
も
評
定
で
裁
決
す
べ
し
と
の
仰
を
受
け
る
。

十
一
日
、
評
定
日
、
経
俊
は
関
係
文
書
を
携
え
参
院
。
評
定
衆
参
会
、
上
皇
臨
席
の
後
、
議
題
を
読
み
上
げ
、
併
せ
て
相
論
双
方
の
申
状
、
所
存
の
趣
を

　
　
　
披
露
し
た
。
評
定
一
決
の
後
、
経
俊
が
評
定
目
録
を
作
成
。
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㊥

　
　
十
三
日
、
如
鏡
、
襲
撃
相
論
に
関
す
る
裁
許
の
院
宣
の
案
文
を
経
俊
が
作
成
し
上
皇
の
御
覧
に
入
れ
、
し
か
る
後
、
院
宣
を
発
給
し
た
。

　
ま
た
宝
治
元
年
（
＝
一
四
七
）
六
月
六
日
評
定
の
議
題
の
内
「
大
仏
殿
石
壇
事
」
「
大
原
野
社
申
宣
旨
事
」
は
「
頭
型
昨
日
奏
聞
之
時
、
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

可
二
申
出
一
之
有
レ
仰
」
と
あ
り
、
頭
弁
姉
小
路
顕
朝
の
芋
酒
を
伝
奏
定
嗣
が
取
り
次
い
だ
結
果
、
評
定
の
議
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
伝
奏
が
院
に
奏
事
を
奏
聞
、
伝
奏
す
る
過
程
で
、
評
定
日
や
議
題
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
上
で
伝
奏
を
中
心
に
実
務
的
な
準
備
、
相
論
文
書
の

検
討
が
な
さ
れ
る
。
評
定
当
日
に
は
伝
奏
が
議
事
進
行
の
職
務
を
執
行
し
、
評
定
目
録
も
伝
奏
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
職

務
が
評
定
の
奉
行
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
伝
奏
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
評
定
に
於
い
て
決
定
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
の
院
宣
の
論
者

と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
評
定
の
奉
行
を
務
め
る
伝
奏
が
評
定
に
欠
か
せ
な
い
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
　
「
評
定
不
参
」
即
「
評
定
延
引
」
と

な
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
実
態
を
確
認
す
れ
ば
、
院
評
定
と
伝
奏
行
為
と
の
強
い
連
関
が
具
体
的
に
理
解
で
き
る
。
院
伝
奏
の
機
能
と
し
て
、
上
皇
へ

の
奏
事
取
り
次
ぎ
と
院
評
定
の
奉
行
の
二
面
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
双
方
の
機
能
は
形
式
的
に
は
独
立
し
て
存
在
す
る
よ
う

で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
深
い
有
機
的
連
関
を
有
し
て
い
る
。
後
嵯
峨
院
政
以
降
の
公
家
政
権
の
中
核
と
な
っ
た
習
事
と
評
定
が
、
相
互

に
独
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
有
機
的
な
関
連
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
換
言
す
れ
ば
伝
奏
の
存
在
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
伝
奏
は
両
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

結
び
つ
け
る
要
の
位
置
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
鎌
倉
末
期
、
万
里
小
路
宣
房
は
「
後
嵯
峨
院
以
来
伝
奏
、
評
定
衆
可
レ
称
目
串
佐
一
鰍
」
と
述
べ
、
後
嵯
峨
院
政
以
来
の
両
考
の
活
躍
を
賞
讃

し
、
理
想
と
し
て
い
る
。
伝
奏
は
評
定
衆
に
劣
ら
ず
重
要
な
職
制
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
公
家
新
制
の
中
で
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

嵯
峨
院
政
期
が
「
聖
代
」
と
し
て
尊
ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、
院
評
定
制
の
成
立
と
共
に
、
ま
さ
し
く
こ
の
伝
奏
制
度
の
確
立
が
一
因
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
な
お
、
院
評
定
衆
は
そ
の
人
選
に
際
し
て
幕
府
の
承
認
を
必
要
と
し
た
。
伝
奏
は
院
司
の
最
上
首
た
る
執
事
の
奉
ず
る
院
宣
を
以
て
補
任
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

べ
し
と
す
る
記
事
が
『
吉
続
記
』
に
あ
り
、
そ
の
任
命
権
は
上
皇
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
最
初
の
評
定
衆
に
伝
奏
が
加
え
ら
れ
た
後
、
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⑲

伝
奏
は
評
定
衆
を
兼
任
す
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。

そ
れ
は
既
述
の
伝
奏
の
職
務
の
内
容
を
参
照
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
伝
奏
の
任
命
権
は

上
皇
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
任
命
は
厳
し
く
幕
府
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
く
、
そ
の
人
選
も
幕
府
の
干
渉
下
に
置
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

関策申次と院伝奏の成立と展開（美川）

①
山
本
前
掲
論
文
六
頁
。

②
　
『
明
月
記
』
、
寛
喜
二
年
正
月
五
日
条
。

③
　
『
経
光
卿
記
抄
』
（
葉
洋
文
庫
所
蔵
）
、
仁
治
三
年
正
月
十
一
日
条
。

④
寛
喜
三
年
六
月
十
六
日
条
以
下
数
多
く
の
記
事
が
『
民
経
記
』
に
あ
る
。
な
お

　
経
雅
と
は
仁
治
三
年
十
月
十
二
日
改
名
の
名
称
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
経
磯
で
あ

　
る
。
改
名
の
理
由
を
『
公
卿
補
任
』
は
、
　
「
関
東
左
近
大
夫
将
監
同
名
故
也
」
と

　
す
る
。

⑤
寛
元
四
年
に
、
道
家
が
経
雅
を
以
て
勅
定
を
関
白
二
条
良
実
に
伝
え
て
い
る
事

　
例
が
あ
り
（
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
正
月
二
十
三
日
条
）
、
経
雅
は
…
標
し
て
道
家

　
の
家
司
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

⑥
『
民
経
記
』
、
安
貞
元
年
七
月
二
十
九
日
条
裏
書
。
勧
修
寺
流
藤
原
氏
が
、
実
務

　
官
僚
と
し
て
平
安
末
期
ま
で
に
は
宮
廷
社
会
に
確
固
た
る
地
歩
を
築
き
上
げ
た
こ

　
と
に
関
し
て
は
、
橋
本
義
彦
「
勧
修
寺
流
藤
原
灰
の
形
成
と
そ
の
性
格
」
（
同
氏

　
前
掲
書
所
収
）
参
照
。

⑦
寛
喜
二
年
十
一
月
八
日
の
講
習
・
工
房
連
署
の
「
関
東
煮
文
案
」
（
由
城
禅
定

　
寺
文
書
、
鎌
倉
遺
文
四
〇
四
七
号
）
が
定
高
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
の
が
早
い
例
で

　
あ
る
。
ま
た
文
暦
二
年
の
追
加
（
『
中
世
法
制
史
料
集
第
一
巻
』
、
追
加
法
八
七
・

　
九
〇
条
）
に
は
「
可
レ
被
レ
言
コ
上
二
条
中
納
言
家
｝
之
状
」
「
可
レ
被
レ
申
副
入
二
条
中

　
納
言
家
一
之
状
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
六
波
羅
探
題
に
宛
て
ら
れ
た
「
関
東
御
教

　
書
」
の
内
容
を
定
高
に
言
上
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

⑧
『
斑
経
詑
』
、
寛
喜
三
年
五
月
十
二
日
条
。

⑨
『
斑
経
記
』
、
寛
喜
三
年
四
月
十
七
日
条
。

⑩
　
　
『
中
世
政
治
社
会
思
想
上
』
一
二
六
頁
の
追
加
法
八
七
条
頭
注
に
於
て
、
笠
松

　
宏
至
琉
は
定
高
に
つ
い
て
「
或
い
は
そ
の
こ
ろ
関
東
申
次
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

　
九
条
道
家
の
家
司
（
こ
の
点
も
明
ら
か
で
な
い
）
と
し
て
の
立
場
か
」
と
推
定
し

　
て
い
る
。

⑪
佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
二
〇
三
1
㎎
頁
。

⑫
　
こ
の
道
家
の
行
動
は
天
皇
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
、
と
『
岡
屋
関
白
記
』
、
寛
元

　
四
年
正
月
二
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑬
　
佐
藤
笠
朋
掲
書
一
六
五
冨
ハ
。

⑭
佐
藤
前
掲
散
竺
六
七
頁
。

⑮
『
葉
黄
記
』
、
寛
元
四
年
八
月
二
十
七
日
条
。

⑯
　
『
懸
樋
記
』
、
寛
元
四
年
正
月
二
十
九
日
条
。

⑰
佐
藤
前
掲
温
習
二
三
頁
。

⑱
『
葉
費
記
、
寛
元
四
年
八
月
二
十
七
日
条
。

⑲
山
本
前
掲
論
文
一
八
頁
。

⑳
『
葉
黄
記
』
、
寛
元
四
年
十
月
十
三
日
条
。

＠
　
笠
松
宏
至
「
鎌
倉
後
期
の
公
家
法
に
つ
い
て
」
（
『
中
琶
政
治
社
会
思
想
下
』
岩

　
波
書
店
、
一
九
八
一
年
所
収
）
四
一
五
頁
。

⑳
　
　
『
民
経
記
』
（
暦
詑
裏
書
）
、
酢
兄
元
四
年
十
二
月
八
日
条
。

⑳
佐
藤
前
掲
漁
出
七
二
頁
。
既
に
山
本
氏
も
同
趣
旨
の
三
児
を
表
わ
し
て
い
る

　
（
山
本
前
掲
論
文
一
八
頁
）
。

愈
）
正
元
元
年
十
月
日
湯
…
浅
光
信
訴
状
案
（
『
高
野
山
†
〈
書
五
』
一
｝
五
八
）
。
な
お

　
こ
の
記
事
を
縁
屋
役
勤
仕
の
例
と
判
断
し
た
の
は
、
五
味
克
夫
「
鎌
倉
御
家
人
の
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番
役
勤
仕
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
三
…
九
・
一
〇
、
一
九
五
四
年
）
に
よ

　
る
◎

⑳
　
幕
府
に
対
す
る
政
策
と
し
て
は
、
御
家
人
の
負
抵
軽
減
の
意
図
が
大
き
か
っ
た

　
と
い
う
通
説
に
異
論
は
な
い
。
但
し
執
権
就
任
後
臼
の
浅
い
時
頼
が
、
翌
年
に
迫

　
る
三
浦
氏
と
の
衝
突
を
前
に
し
て
、
広
範
な
御
家
人
層
の
支
持
が
早
急
に
必
要
で

　
あ
っ
た
こ
と
を
電
視
す
べ
き
で
あ
る
。

⑳
⑫
と
嗣
日
条
。

⑳
　
　
『
公
衡
公
記
』
、
弘
安
六
年
七
月
二
十
一
口
条
。

⑱
　
⑰
と
同
目
条
。

⑳
『
公
首
班
記
』
、
弘
安
六
年
七
月
二
十
二
箇
条
。

⑳
『
葉
黄
記
』
、
寛
元
四
年
三
月
十
五
日
条
。

⑳
　
　
『
民
経
詑
』
、
天
福
元
年
三
月
九
日
条
。
同
四
月
五
日
条
。
な
お
同
年
四
月
五

　
日
輪
で
は
「
参
院
、
単
二
伊
与
内
侍
一
歳
二
烈
々
事
納
不
レ
得
二
便
宜
｝
之
間
御
返
事
遅

　
々
、
為
二
之
如
何
一
扁
と
女
房
伝
奏
に
よ
る
不
便
を
嘆
い
て
い
る
。

＠＠＠＠＠

『
葉
黄
記
』
、
寛
元
隣
年
正
月
二
十
九
日
条
。

『
陽
罷
記
』
、
寛
元
四
年
二
十
九
日
条
。

『
為
経
卿
記
』
、
寛
元
四
年
正
月
二
十
九
日
条
。

『
寛
元
四
年
御
譲
位
記
』
（
東
山
御
文
庫
記
録
）
寛
元
四
年
正
月
二
十
九
日
条
。

『
葉
費
詑
』
、
廊
見
元
四
年
正
月
二
十
九
日
条
。
　
こ
の
記
事
に
は
「
翌
年
宝
治
元

　
年
七
月
六
日
聯
強
制
休
暇
｛
随
二
思
出
【
粗
記
レ
之
。
」
と
あ
る
。

⑳
　
　
『
葉
黄
記
』
、
寛
元
四
年
三
月
二
十
二
日
条
。
同
四
月
十
七
日
条
。

⑱
後
嵯
峨
院
政
期
の
執
権
に
つ
い
て
見
る
と
、
定
嗣
は
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）

　
に
出
家
す
る
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
戸
経
が
任
ぜ
ら
れ
、

　
建
長
八
年
（
＝
一
五
六
）
の
死
去
時
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
（
『
経
俊
漁
協
』
、
建

　
長
八
年
六
月
九
臼
条
）
。
為
経
の
後
は
姉
小
路
顕
朝
が
任
ぜ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

　
り
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
に
は
吉
田
経
俊
が
執
権
で
あ
っ
た
（
『
吉
続
記
』
、

　
文
永
五
年
六
月
九
日
条
）
。
定
嗣
、
為
経
、
顕
朝
、
経
俊
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時

　
期
の
院
伝
奏
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

⑲
　
橋
本
氏
は
執
権
に
関
す
る
『
葉
黄
認
』
の
記
事
を
「
執
事
、
執
権
の
関
係
を
よ

　
く
も
の
語
っ
て
い
る
が
、
ま
た
執
権
の
設
置
が
そ
れ
ま
で
は
臨
時
の
膿
潰
で
あ
っ

　
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
定
嗣
以
後
は
こ
れ
が
院
巾
常
置
の
要
職
と
な
り
」

　
と
述
べ
て
い
る
（
橋
本
「
院
評
定
制
に
つ
い
て
」
七
一
頁
）
。

⑪
　
『
葉
黄
記
』
、
宝
治
元
年
九
月
二
十
八
日
条
。

＠
　
『
葉
黄
記
』
、
宝
治
元
年
三
月
十
二
日
条
。

⑭
　
『
葉
黄
記
』
、
宝
治
元
年
五
月
五
日
条
。

⑭
　
　
『
公
衡
公
記
』
、
弘
安
十
一
年
正
月
二
十
日
条
。

　
　
文
保
元
年
の
政
道
条
々
に
は
コ
、
管
見
剛
コ
食
奏
事
一
時
、
可
レ
被
レ
退
二
女
房
一

　
事
。
」
「
～
、
任
官
、
叙
位
、
雑
訴
等
、
可
レ
停
コ
止
近
留
内
奏
・
女
房
口
入
一
事
。

　
若
不
レ
拘
二
此
鋼
禁
一
旦
、
難
ソ
為
二
理
訴
一
堂
可
ノ
被
ノ
停
コ
止
訴
訟
一
事
。
」
「
一
、
任
官
、

　
叙
位
等
以
二
女
房
一
被
レ
伝
コ
仰
職
事
一
條
可
レ
無
二
停
止
”
事
。
」
の
三
条
が
あ
り
、
女

　
房
伝
奏
排
除
の
方
針
が
朝
廷
で
は
よ
り
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
（
『
皇
室
制
度

　
史
料
、
太
上
天
皇
三
』
、
一
九
八
…
九
頁
）
。

⑯
　
　
『
経
俊
卿
記
』
、
宝
治
元
年
十
月
十
八
目
条
「
次
参
院
、
終
日
露
髄
。
伝
奏
人

　
不
ノ
候
之
嗣
、
空
退
出
之
処
、
吉
田
中
納
言
自
二
御
使
一
帰
参
。
傍
遣
返
又
帰
参
。

　
然
而
不
レ
得
二
便
宜
一
空
退
出
。
」

⑯
　
　
『
経
俊
卿
記
』
、
宝
治
元
年
十
二
月
二
日
灸
「
参
院
、
無
二
伝
奏
人
一
之
間
、
参
二

　
殿
下
【
（
中
略
）
次
帰
二
参
院
｛
以
二
吉
田
中
納
言
一
奏
d
聞
和
気
使
者
＃
元
三
替
物

　
寮
ご

⑳
　
橋
本
前
掲
論
文
六
七
頁
。
な
お
「
関
東
申
次
の
管
掌
す
る
も
の
」
に
伝
奏
が
全

　
く
タ
ヅ
チ
し
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
院
－
伝
奏
－
関
東
申
次
と
い
う
基
本

　
的
関
係
は
変
わ
ら
な
い
。
院
伝
奏
が
幕
府
と
直
接
接
触
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

⑱
　
橋
本
前
掲
論
文
六
八
頁
。
な
お
六
七
－
八
頁
に
職
事
平
良
輔
・
藤
原
高
俊
両
人

　
が
経
俊
を
通
じ
て
奏
聞
し
た
繕
事
土
塁
一
通
（
『
経
俊
卿
記
』
、
正
嘉
元
年
五
月
十

　
罰
条
所
収
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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⑲
　
伏
見
天
皇
御
事
書
案
（
『
皇
室
制
度
史
料
、
太
上
天
皇
三
』
、
三
七
頁
）

⑳
『
葉
黄
記
』
、
寛
元
四
年
十
一
月
影
日
条
。

⑳
　
　
『
経
俊
卿
記
』
、
　
中
止
寛
迦
兀
年
六
月
～
日
条
。
　
な
お
経
俊
は
建
長
八
年
七
－
八
日
〃

　
頃
か
ら
伝
奏
に
な
っ
た
（
橋
本
前
掲
論
文
六
七
頁
）
。
建
長
入
年
六
月
九
日
に
死
去

　
し
た
兄
為
経
の
後
を
継
い
だ
可
能
性
が
大
き
い
。

⑫
　
　
『
経
俊
卿
記
』
、
建
長
八
年
八
月
八
日
、
十
日
、
十
一
日
、
十
一
二
日
条
。

　
尼
如
鏡
と
助
清
の
粗
論
に
つ
い
て
は
、
　
『
日
本
古
文
書
学
講
座
第
三
串
蒼
古
代
編

　
H
』
（
雄
山
閣
一
九
七
九
年
）
の
獅
噛
文
書
章
一
六
三
一
四
頁
に
橋
本
氏
の
コ
メ
ソ

　
ト
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
如
鏡
と
は
石
清
水
三
七
代
溺
当
耀
清
の
後
家
で
あ

　
り
、
助
清
と
は
耀
清
の
弟
で
あ
る
。

⑬
　
　
票
茶
黄
記
』
、
宝
治
㎝
兀
年
六
月
六
日
条
。

⑭
　
橋
本
氏
は
、
前
掲
論
文
八
三
頁
に
於
て
、
公
家
政
権
が
「
奏
蟻
と
評
定
一
両
者

　
の
間
に
有
機
的
な
関
連
の
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
一
を
中
核
と
す

　
る
」
構
造
を
有
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
両
者
の
有
機
的
な
連
関
に
焦
点

　
を
あ
て
、
そ
の
要
の
位
置
に
あ
る
俵
奏
の
役
割
を
特
に
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

⑯
　
『
万
｝
記
』
、
元
応
元
年
五
月
十
四
日
条
。

⑭
　
弘
安
八
年
十
一
月
十
三
日
後
字
多
天
皇
宣
旨
（
石
清
水
文
書
三
　
九
号
）
第
四

　
条
「
勅
裁
地
鼠
不
レ
可
レ
有
二
沙
汰
一
事
。
仰
、
後
嵯
峨
院
　
聖
断
究
二
淵
源
嚇
当
降

　
勅
裁
箪
二
一
一
7
事
、
無
二
殊
子
細
一
条
藪
不
レ
照
門
口
慰
判
ご
暦
応
三
年
五
月
十
四
日

　
被
γ
下
二
文
殿
一
雑
訴
条
々
（
仁
和
寺
文
目
）
第
十
二
条
「
一
、
後
嵯
峨
院
盗
代
、

　
経
二
沙
汰
一
勅
裁
当
知
行
地
、
無
二
殊
子
細
榊
者
、
不
レ
可
ノ
被
レ
許
二
訴
訟
一
事
。
」

　
後
嵯
峨
院
政
の
聖
代
視
、
絶
対
視
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
笠
松
前
掲
論
文
闘
○

　
八
頁
等
を
参
照
。

⑰
　
橋
本
汕
隈
掲
払
鯛
文
六
五
宵
八
。

⑯
　
　
『
吉
続
記
』
、
乾
元
元
年
十
月
九
日
条
。

㊥
　
　
『
中
世
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
　
（
近
藤
出
版
祉
一
九
七
三
年
）
院
政
重
職
一
覧
二

　
七
〇
頁
以
下
参
照
。

お
　
わ
　
り
　
に

関東El軟と院伝奏の成立と展開（美JEI）

　
最
後
に
、
今
ま
で
述
べ
て
来
た
論
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
鎌
倉
初
期
に
八
条
長
方
、
吉
田
経
房
が
伝
奏
で
あ
っ
た
と
い
う
従

来
の
説
を
否
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
幕
府
成
立
当
初
か
ら
伝
奏
と
関
東
申
次
が
別
個
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、
経
房
を
頼
朝
が
新
設

し
た
関
菓
申
次
と
評
価
し
た
。
そ
の
設
置
の
理
由
は
、
院
周
辺
の
非
制
度
的
状
況
、
特
に
伝
奏
制
度
が
貫
徹
さ
れ
な
い
状
勢
を
克
服
し
、
院
へ

の
円
滑
、
敏
速
な
奏
事
奏
聞
を
果
す
た
め
で
あ
る
。

　
後
鳥
羽
院
政
期
に
な
る
と
、
正
規
の
伝
奏
は
史
料
上
見
ら
れ
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
院
側
近
女
房
に
よ
る
嘉
事
伝
奏
が
主
流
と
な
る
。
関
東

申
次
は
、
西
園
寺
公
経
と
坊
門
信
清
が
将
軍
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
そ
の
任
に
就
き
並
存
し
た
時
期
も
あ
る
が
、
両
者
の
申
次
と
し
て
の
権
限
に

は
ほ
と
ん
ど
栢
違
が
な
い
。
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承
久
の
乱
悪
、
関
東
申
次
に
は
継
続
し
て
公
経
が
そ
の
地
位
に
あ
り
、
間
も
な
く
九
条
道
家
も
将
軍
頼
経
の
父
と
い
う
立
場
か
ら
そ
の
地
位

に
就
任
す
る
。
し
か
し
道
家
は
、
重
事
以
外
は
側
近
の
二
条
定
高
や
家
司
と
見
ら
れ
る
高
階
経
雅
に
幕
府
と
の
申
次
を
委
任
し
た
。
さ
ら
に
道

家
は
公
経
の
死
後
、
関
東
の
頼
経
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
関
東
申
次
の
独
占
を
企
り
、
後
嵯
峨
院
政
開
始
後
、
愛
子
の
摂
政
一
条
実
経
を

も
関
東
申
次
に
就
け
、
そ
の
地
位
の
世
襲
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
北
条
時
頼
は
、
頼
経
追
放
後
、
関
東
申
次
を
解
任
し
、
将
軍
が
従
来
指
名
権
を
持
っ
て
い
た
そ
の
地
位
に
西
園
寺
実
氏
を
指
名
し
て
、
そ
の

指
名
権
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
公
家
政
権
と
の
交
渉
権
も
将
軍
か
ら
剥
奪
し
、
幕
府
内
で
の
地
位
を
高
め
た
。
そ
の
上
で
公
家
政
権
に
対
し

て
強
く
徳
政
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
「
雑
訴
」
　
「
雑
務
」
の
重
視
、
つ
ま
り
訴
訟
制
度
の
整
備
充
実
で
あ
っ
た
に
相
違
な

い
。
こ
う
し
て
院
評
定
制
の
成
立
お
よ
び
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
伝
奏
制
度
の
確
立
が
な
さ
れ
る
。
伝
奏
は
軍
評
定
に
凍
る
奉
行
を
勤
め

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
機
能
が
奏
事
取
り
次
ぎ
の
機
能
と
非
常
に
連
関
し
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
伝
奏
を
通
す
奏
事
と
評
定
の
議
題
と
が
関

連
が
あ
り
、
奏
事
奏
聞
の
過
程
で
評
定
の
議
題
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
幕
府
は
、
院
評
定
衆
に
加
え
ら
れ
る
関
東
申
次
を
通
じ
て
、

公
家
政
権
管
轄
裁
判
の
充
実
を
監
視
す
る
の
で
あ
る
。

　
皇
位
選
定
権
の
把
握
を
果
し
、
「
治
天
の
慰
」
の
決
定
権
を
手
に
入
れ
た
幕
府
は
、
院
周
辺
の
要
職
の
人
事
権
ま
で
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。

評
定
衆
は
幕
府
の
承
認
を
必
要
と
し
、
伝
奏
の
任
免
に
も
干
渉
し
、
関
東
申
次
は
得
宗
家
当
主
が
指
名
す
る
。
こ
の
よ
う
な
人
事
権
の
面
か
ら

も
幕
府
は
公
家
政
権
を
強
く
規
制
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
幕
府
は
「
朝
廷
不
干
渉
」
と
い
う
前
代
以
来
の
穏
健
な
立
て
前
の
ま
ま
、
事
実

上
の
干
渉
監
督
が
行
な
い
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
公
家
政
権
は
幕
府
へ
の
諮
聞
を
繰
返
す
の
で
あ
り
、
重
要
問
題
に
重
て
そ
れ
を
怠
っ
た
場
合
、
幕

府
は
武
力
に
よ
る
威
嚇
の
他
に
、
人
事
の
不
承
認
に
よ
っ
て
も
こ
れ
に
応
じ
う
る
の
で
あ
る
。
院
評
定
、
院
伝
奏
、
関
東
申
次
の
制
度
化
1
1
院

政
の
制
度
化
こ
そ
、
そ
の
人
事
権
の
把
握
を
通
し
て
、
公
家
政
権
と
幕
府
間
の
裁
判
管
轄
の
原
則
を
崩
さ
ぬ
ま
ま
、
実
質
的
に
公
家
政
権
を
幕

府
に
従
属
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
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The　Qur6i： A　Study　on　the　lranian　lmperial　GuardS

　　　in　the　16th　Century

by

Tadashi　Haneda

　　Among　the　terms　of　Turko．Mongolian　origin　used　duringもhe§afav1

dynasty，　there　appears　the　word“qur6i”．　Although　th圭s　term　appears

frequently　in　documents　of　that　per圭od，　scholars　are　not　yet圭n　agree－

ment　as　toユts　me鋤磁9．

　　The　a圭m　of　th量s　work　is　firstly　to　conform　that“qur6i”，　before　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
reformation　perfor皿ed　by　Sah‘Abb浸s　at　the　end　of　the　16th　century，

meant　the　Imper1al　Guards；and　secondly，　to　examine　as　exhaustively

as　pos圭ble　the　character　of　the‘‘qur6i”army　of　those　days，　thereby

provid短g　some　idea　of　what　the‘‘qur6i”army　was　like　as　a　whole．

　This　investigation　will　show　that　the‘‘qur61”represented　a　clear

manifestation　of　the　normadic　trad圭tion，　which　was　still　alive　even　as

late　as　the＄afavi　dynasty；it　wi1玉at　the　same　time　provide　evidence

regarding　what　type　of　change　occurred　to　the“qur6至”in　theξ；ah

‘Abbas’s　reformation．

Kanto・moslzitzt8’i関東申次and　In・denso院伝奏：

　　　Their　Establishment　and　Developement

by

Kei　Mikawa

　　1　will　consider　the　establishment　of　two　politicaHnstitutions，　Kanto－

moshitugi関東申次and加・4θ％80院伝奏，　from　early　K：amakura鎌倉period

when　they　appeared；　the　former　was　an　important　one　in　lmperial

Court　after　middle　Kamakura　period，　the　latter　played　a　gireat　role

between　the　lmperial　Court　and　the　Shogunate　Government．　There

are　fewer　studies　of　political　institutions　of　the　Irnpeエ’ial　Court　in
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Kamakura　period　than　other　subjects．　And　there　are　many　unkown

points　about　the　relation　between　political　occurences　and　institutions，

though　political　institutions　of　the　lmperial　Court，　in　which　ln－hyojyo

院評定was　a　central　axis，　were　organized　in　relation　to　political

occurrences，　Hojo　Tokiyori’s北条町頼offer　about　benevolent　admini『

stration，　Kujo　Michiie’s九条道家down－fa11，　and　Tokiyori’s　nomination　of

Kanto－moshitugi　i114th　Kangen寛元（A．D．1246）．So　I　clear　that　relation

and　finally　1　position　these　institutions　in　political　history　of　KarrLakura

period．

le　p．　c．　£　et　les　ouvriers　（1944・一1947）

par

Yoshihiko　Sugimoto

　　Ce　qui　caract6rise　le　P．　C．　F．　b　la　p6riode　de　sa　participation　aux

gouvernements，　c’est　tout　d’abord　qu’il　a　r6it6re　un　pattern　contrast6　；

d’une　part，　une　collaboration　au　freinage　de　salaire，　collaboration　indls－

pensable　pour　participer　aux　gouvernements　et　d’autre　part，　une　cam－

pagne　pour　obtenir　une　augmentation　de　salaire　au　cas　ott　les　ouvriers

auraient　donn6　des　signes　d’610ignement　du　parti　par　suite　de　sa　colla－

boration　au　freinage．　Participer　aux　gouvernements　et　garder　les　suf－

frages　des　ouvrlers．　C’est　lb　deux　objectifs　que　le　P．　C．　F．　a　poursuivis，

objectlfs　diffLclies　b　faire　compatibles．

　　Au　reste，　il　est　ti　remarquer　que　1’incompatibilit6　de　ces　deux　objectifs

s’est　agrandie　depuis　1’6t6　1946．　Jusqu’alors，　le　P．　C．　F．　gardait　blen　les

suffrages　des　ouvriers　sans　diflicult6　malgr6　sa　n6gligence　de　leurs

revendications，　parce　qu’il　n’avait　aucun　rude　adversaire　dans　le　monde

du　travail．　Le　grbve　aux　P．　T．　T．　a　modifi6　une　telle　situation；　1’appa－

rition　d’un　adversaire　redoutable　a　forc6　le　P．　C．　F．　b　demander　vivement

une　auginentation　de　salaire，　ce　qui　a　fait　le　P．　C．　F．　sentir　inal　aux

gouvernements　au　point　que　il　a　da　se　r6signer　b　1’exclusion　du　gouver－

nement　en　mai　1947　en　continaunt　a　demander　une　augmentation．
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